
市内の小中学校で４月６日、入学式が行われました。元気な新１年生が
保護者や上級生に見守られ、新生活をスタートさせました（18ページに関連記事）
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◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤者が対象▶
催しなどで費用の記載のないものは無料▶申し込みが必要
な催しなどの持ち物は主催者からの連絡などで確認を▶先
着順の申し込みで時間の記載のないものは午前９時から受
付▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号の記載がな
いものは市役所へ（業務日・時間は月～金曜日午前９時～午
後５時 30 分、祝休日・年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はできるだけ公
共交通機関のご利用を。
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◉市の人口・世帯数 ３月31 日現在（カッコ内は前月比）
人口 男 女 世帯数

106,713(-314) 50,504(-188) 56,209(-126) 47,379(-14)

02 今月の焦点
平成 30 年度予算

10 情報 PICK UP
・新たな風を吹かせよう  
  中世のサムライヒーロー楠公さん

10 コラム
・楠公さんを知ろう❶

12 市政と関連情報  モックル生活ガイド
健康 12、安全安心 13、子育て 14、教育・文化
17、保険・年金 20、税金 20、人権 22、暮ら
し 22、高齢者 24、障がい者 24、就労 25、協
働 25、事業所 25

17 コラム
・商品やサービスについての苦情や相談は
  消費生活センターへ

18 フォトニュースかわちながの
21 市長コラム
23 奥河内ごちそうレシピ
26 情報プラザ

お知らせ 26、講演・講座 28、展示・催し
29、 スポーツ 33 、募集 34 、相談 35

36 かわちながの 働ライフ❷ 

市役所：河内長野市原町一丁目１番１号
※郵送の場合は〒 586-8501（住所不要）

☎ 53-1111（代表）

  ◉今月の焦点　平成 30 年度予算

くろまろ塾の認定講座や催しはこのマーク
今後の予定など詳しくは市ホームページをご覧ください。

　
市
内
に
あ
る
国
宝
や
重
要
文
化
財
な
ど
の
歴
史
遺
産
を

活
用
し
、
観
光
振
興
と
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
、
観
心

寺
と
金
剛
寺
を
軸
に
し
た
日
本
遺
産
認
定
を
目
指
す
ほ
か
、

「
楠な

ん

公こ
う

さ
ん
」大
河
ド
ラ
マ
誘
致
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど

を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、「
道
の
駅 

奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
」
周
辺
に
お

け
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
、
産
品
ブ
ラ
ン
ド
「
奥
河

内
な
が
の
ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
ｏ
」
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
魅

力
の
発
信
な
ど
、
地
産
地
消
の
推
進
と
市
内
産
業
の
振
興

を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
あ
わ
せ
て
、
観
光
情
報

を
市
内
外
に
効
果
的
に
発
信
す
る
た
め
、
観
光
情
報
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
対
応
の
強
化
や
、
観
光
拠
点
の

整
備
お
よ
び
観
光
振
興
体
制
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

施政方針骨子   　 市長 島田智明

「スマートシティ」　推進の年へ

　
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
業
務
改
革
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
た
め
、

窓
口
業
務
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
や
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の

導
入
、
内
部
管
理
業
務
の
集
約
化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
施
設
等
の
適
切
な
維
持
管
理
と
有
効
活
用

を
図
る
た
め
、
各
施
設
が
担
う
べ
き
役
割
や
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
あ
り
方
の
方
向
性
を
示
す
、「
公
共
施
設
再
配
置
計

画
」
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

　
今
後
も
、
み
な
さ
ん
と
共
に
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

　
　
　
　
「
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
」
の
推
進

観
光
で
訪
れ
る
ま
ち

　
　
　
　
「
ス
マ
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
推
進

効
率
的
で
便
利
な
ま
ち

　
　
　
　
「
ス
マ
ー
ト
ガ
バ
メ
ン
ト
」
の
推
進

活気あふれる魅力的なまち

NEW

　３月議会初日の３月１日、島田市長は平成30年
度の施政方針を述べました。
　平成30年度は、資源を活かして工夫を重ね、
新たな価値を創造するまち「スマートシティ」
実現に向けて、魅力あるまちづくりを推進します。

　
犯
罪
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
警
察
や

防
犯
協
議
会
と
の
連
携
強
化
に
よ

り
、
自
主
防
犯
意
識
の
向
上
と
啓

発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
自
治

会
等
管
理
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
地
域
版
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
と
、
防
災
意

識
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

の
新
型
受
信
機
へ
の
更
新
を
行
い
、

情
報
発
信
ま
で
の
処
理
時
間
の
短

縮
を
図
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
多
世
代
が
住
み
慣
れ

た
場
所
で
快
適
に
い
き
い
き
と
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
、
医
療
関

係
者
や
住
民
な
ど
と
の
連
携
に
よ

り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
複
雑
・
多
様
化
す

る
地
域
福
祉
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）
の
体
制
強

化
、「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
」
の
配
置
な
ど
を
進
め
る
ほ
か
、

認
知
症
の
重
度
化
の
防
止
に
向
け

た
取
り
組
み
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
子
育
て
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
産
後
ケ
ア
の
実
施
や
、
特
定
不

妊
治
療
お
よ
び
不
育
症
治
療
に
か
か
る
経
済

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
な
ど
、
出
産
前
か
ら

育
児
ま
で
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
快
適
な
教
育
環
境

で
学
習
能
力
が
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
老
朽
化

し
た
学
校
施
設
の
改
修
、
中
学
校
の
普
通
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。

　
公
共
交
通
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
は
、
老

朽
化
し
た
モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

車
両
更
新
に
あ
わ
せ
て
、
運
行
内
容
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
外
出
機
会

を
創
出
し
、
健
康
増
進
や
介
護
予
防
に
つ
な

げ
る
た
め
、
お
出
か
け
支
援
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

　
空
き
地
・
空
き
家
な
ど
の
対
策
に
つ
い
て

は
、「
空
家
等
対
策
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組

む
ほ
か
、
空
き
家
な
ど
の
有
効
活
用
の
促
進
、

庁
内
組
織
の
見
直
し
に
よ
る
空
家
等
対
策
の

推
進
体
制
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
都
市
基
盤
に
つ
い
て
は
、
建
築
物
の
共
同

化
を
支
援
す
る
こ
と
で
中
心
市
街
地
の
活
性

化
に
取
り
組
む
ほ
か
、
市
営
三
日
市
住
宅
跡

地
を
売
却
し
、
駅
周
辺
の
土
地
利
用
を
促
進

し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
第
５
次
総
合
計
画
が
示
す
「
集

約
連
携
都
市
」
の
実
現
を
目
指
し
、「
立
地
適

正
化
計
画
」
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。
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■ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
の
推
進　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
０
０
万
円
）

　
南
花
台
ス
マ
ー
ト
エ
イ
ジ
ン
グ
事
業
の
取
り

組
み
拡
大
を
図
る
た
め
、
同
事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
た
大
学
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
、
周
辺
地
域
と
の
連

携
を
促
進
す
る
な
ど
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

策
を
推
進
し
ま
す
。（
関
連
記
事
は
26
ペ
ー
ジ
）

自
治
協
働
課

■
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
充
実　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
90
万
円
）

　
地
域
住
民
が
主
体
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
を
創

る
た
め
、
各
地
域
に
「
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
を
配
置
し
、
住
民
や
関
係
団
体
な
ど
と
の

協
議
・
情
報
共
有
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
モ
デ

ル
と
な
る
活
動
を
す
る
団
体
の
立
ち
上
げ
な
ど

を
支
援
し
、
生
活
支
援
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

■
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
３
０
万
円
）

　
地
域
で
認
知
症
の
相
談
支
援
の
た
め
、
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
認
知
症
支
援
専
門
職

員
を
配
置
し
、
地
域
の
認
知
症
高
齢
者
な
ど
の

支
援
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

主
要
施
策

問
い
合
わ
せ
　
政
策
企
画
課

■
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
事
業

の
推
進
（
45
万
3
千
円
）

　
市
民
の
健
康
意
識
を
高
め
、
主
体
的
な

健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
健
康
づ

く
り
推
進
員
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
健
康
運
動
指
導
士
の
派
遣
、
健
康

づ
く
り
推
進
員
に
よ
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や

体
操
な
ど
の
活
動
を
充
実
し
ま
す
。

健
康
推
進
課

■
空
き
家
の
有
効
活
用
の
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
０
０
万
円
）

　
空
き
家
な
ど
の
有
効
活
用
の
促
進
や
、
地
域

住
民
の
交
流
促
進
の
た
め
、
空
き
家
な
ど
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
拠
点
と
し
て
改
修
し
、
地
域

課
題
の
解
決
な
ど
に
取
り
組
む
団
体
に
対
し
、改

修
費
を
補
助
し
ま
す
。（
関
連
記
事
は
27
ペ
ー
ジ
）

都
市
創
生
課

■
高
齢
者
の
公
共
交
通
利
用
促
進

　
　
　
　
　
（
１
９
６
１
万
１
千
円
）

　
高
齢
者
の
公
共
交
通
の
利
用
促
進
を
図
り
、

外
出
機
会
の
創
出
や
、
健
康
増
進
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
目
的
で
、
75
歳
以
上
の

高
齢
者
の
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
利
用
料
金
を
試
験

的
に
軽
減
し
ま
す
。

都
市
創
生
課

■
都
市
公
園
の
整
備（
３
０
０
万
円
）

　
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る

地
域
を
対
象
に
、
自
主
的
な
健
康
増
進
へ
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
公
園
内
に
健
康
遊

具
を
設
置
し
ま
す
。

公
園
河
川
課

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

■
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
へ
の
助
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
万
円
）

　
が
ん
患
者
の
就
労
や
社
会
参
加
を
応
援

し
、
療
養
生
活
の
質
が
よ
り
よ
い
も
の
に

な
る
よ
う
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
（
か
つ
ら
）

の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。（
詳

細
は
12
ペ
ー
ジ
）

健
康
推
進
課

■
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
整
備　

　
　
　
　
　
（
３
４
６
万
３
千
円
）

　
大
阪
府
に
よ
り
指
定
さ
れ
る
土
砂
災
害
警

戒
区
域
が
増
加
し
た
こ
と
を
受
け
、
土
砂
災

害
が
発
生
し
た
場
合
の
被
害
を
軽
減
す
る
た

め
、
最
新
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
被
害
予
測

地
図
）
を
作
成
し
ま
す
。

危
機
管
理
課

■
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
整
備　

　
　
　
　
　
　
（
１
５
０
０
万
円
）

　
豪
雨
が
発
生
し
た
場
合
の
雨
水
浸
水
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
浸
水
す
る
恐
れ
が

あ
る
区
域
を
設
定
し
た
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
追

加
し
ま
す
。　
　

経
営
総
務
課

■
災
害
時
備
蓄
物
資
の
充
実

　
　
　
　
　
（
７
５
６
万
３
千
円
）

　
大
規
模
災
害
の
発
生
に
備
え
て
、
地
域

防
災
計
画
に
基
づ
き
、
非
常
食
な
ど
の
備

蓄
物
資
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
古
く
な

っ
た
備
蓄
物
資
を
更
新
し
ま
す
。

危
機
管
理
課

■
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）新
型
受
信
機
の
導
入

　
　
　
　
　
（
３
８
８
万
８
千
円
）

　
自
然
災
害
な
ど
に
対
す
る
警
報
シ
ス
テ

ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
の
処
理
時
間
を
短
縮

す
る
た
め
、
国
の
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
と

も
な
い
、
新
型
受
信
機
を
導
入
し
ま
す
。

危
機
管
理
課

　住民・各種団体の連携を促進し、新たな
担い手の創出により活動を充実します。ま
た、地域まちづくり協議会を中心に多様な
ネットワークを強化するなど、健康で暮ら
しやすいまちづくりを目指します。

新たな価値を創造するまち
「スマートシティ」に向けての３つの柱

～人々に「選ばれる」まちづくり～

効率的で便利なまち（スマートガバメント）
～行財政改革の推進～

平
成
30
年
度　
　

　安心・安全なまちづくりのた
め、防災意識の向上や災害発生
時への備えを進め、災害に強い
まちづくりを目指します。

快 適に暮らせるまち「スマートライフ」の推進

地域の防災力の向上

健康で暮らしやすい

　地域まちづくりの推進

快適に暮らせるまち（スマートライフ）
～定住人口の維持～

観光で訪れるまち（スマートツーリズム）
～交流人口の増加～



67 広報かわちながの●平成30年（2018）5 月号

  ◉今月の焦点　平成 30 年度予算

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

■
ス
ト
ー
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進 （
２
０
０
万
円
）

　
「
中
世
の
サ
ム
ラ
イ
ヒ
ー
ロ
ー
楠な

ん

公こ
う（

楠
木

正
成
）」
を
テ
ー
マ
と
し
た
観
光
の
振
興
を
目

指
し
、
楠
木
正
成
に
関
す
る
文
化
遺
産
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
関
係
市
町
村
と
の
連
携

を
進
め
ま
す
。（
関
連
記
事
は
10
ペ
ー
ジ
）

産
業
観
光
課

■
観
光
振
興
計
画
の
推
進

　
　
　
　
　
　
（
１
０
４
５
万
円
）

　
観
光
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た

め
、
情
報
発
信
を
充
実
し
、
観
光
事
業
推
進

の
た
め
の
拠
点
な
ど
を
整
備
し
ま
す
。

産
業
観
光
課

■
観
光
魅
力
の
発
信（
５
４
０
万
円
）

　
「
ち
か
く
て
、
ふ
か
い　
奥
河
内
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
本
市
の
観
光
魅
力
を
市
内
外

に
対
し
て
発
信
す
る
た
め
、
情
報
誌
の
作
成
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

産
業
観
光
課

■
地
元
産
品
を
活
用
し
た

地
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
２
０
万
円
）

　

地
域
資
源
の
価
値
向
上
の
た
め
、
河
内
長
野

産
の
農
産
物
を
使
用
し
て
い
る
市
内
飲
食
店
を

め
ぐ
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
市
外
へ
の
情
報
発

信
を
は
じ
め
と
し
た
Ｐ
Ｒ
の
強
化
を
行
い
ま
す
。

産
業
観
光
課

■
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進

　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
０
０
万
円
）

　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
市
役
所
の
事
務
の

効
率
化
の
た
め
、
窓
口
業
務
な
ど
の
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
に
向
け
た
準
備
業
務
を
進
め
ま
す
。

政
策
企
画
課

■
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
（
４
９
７
万
１
千
円
）

　
国
民
健
康
保
険
料
や
税
な
ど
の
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
手
続
き
の
簡
便
化
の
た
め
、
銀
行
口

座
の
確
認
を
行
う
新
た
な
仕
組
み
を
導
入
し
ま

す
。

保
険
年
金
課
な
ど

■
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新

　
　
　
　
　
（
１
１
５
７
万
４
千
円
）

　
本
市
の
効
果
的
な
魅
力
発
信
の
た
め
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
更
新
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

広
報
広
聴
課

■
し
尿
等
の
効
率
的
な
処
理
方
法
の

推
進
（
２
０
０
万
円
）

　
し
尿
や
浄
化
槽
の
汚
泥
の
処
理
量
の
減
少
に

と
も
な
い
、
よ
り
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
処
理

方
法
へ
の
変
更
を
進
め
ま
す
。

環
境
衛
生
課

　
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
出
産
前
か
ら
育
児
・
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
、

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
を
目
指
し
ま
す
。

■
産
後
ケ
ア
事
業

　
　
　
　
（
１
７
５
万
５
千
円
）

　
母
子
と
そ
の
家
族
の
健
や
か
な
育
児
の

た
め
、
医
療
機
関
で
さ
ま
ざ
ま
な
産
後
の

支
援
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、
出

産
後
の
身
体
の
回
復
や
心
理
的
な
安
定
を

支
援
し
ま
す
。（
詳
細
は
16
ペ
ー
ジ
）　　

健
康
推
進
課

■
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成　
　

　
　
　
　
　
　
（
４
６
４
万
円
）

　
特
定
不
妊
治
療
以
外
の
方
法
で
は
妊
娠

が
困
難
な
夫
婦
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
保
険
適
用
外
の
治
療
費
の
う
ち
、

府
の
支
援
事
業
に
よ
る
助
成
金
を
差
し
引

い
た
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。（
詳
細
は

16
ペ
ー
ジ
）

健
康
推
進
課

■
不
育
症
治
療
費
の
助
成

　
　
　
　
　

    　
（
48
万
円
）

　
妊
娠
し
て
も
流
産
な
ど
を
繰
り
返

す
不
育
症
の
治
療
を
受
け
た
夫
婦
を

対
象
に
、
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。（
詳
細
は
16
ペ
ー
ジ
）

健
康
推
進
課

■
中
学
校
へ
の
空
調
設
備
の

整
備（
３
億
４
６
０
０
万
円
）

　
子
ど
も
た
ち
の
快
適
な
学
習
環
境

を
整
備
す
る
た
め
、
市
立
中
学
校
の

普
通
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備
し
ま

す
。

教
育
総
務
課

■
モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
充
実

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
６
１
万
５
千
円
）

　
市
民
の
重
要
な
移
動
手
段
で
あ
る
公
共
交
通
の
確
保
の

た
め
、
老
朽
化
し
た
モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
車

両
を
更
新
す
る
と
と
も
に
、
一
部
ル
ー
ト
の
見
直
し
や
ダ

イ
ヤ
の
改
善
な
ど
、
運
行
内
容
を
充
実
し
ま
す
。（
関
連
記

事
は
34
ペ
ー
ジ
）

都
市
創
生
課

■
日
野
加
賀
田
線
の
整
備
（
７
４
７
０
万
円
）

　
道
路
交
通
の
安
全
性
と
利
便
性
を
向
上
す
る
た
め
、
開

発
団
地
な
ど
か
ら
、「
道
の
駅 

奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
」

や
大
阪
外
環
状
線
に
繋
が
る
道
路
の
幅
を
広
げ
ま
す
。

道
路
課

　市民の移動手段である公共
交通を確保・充実し、市の拠
点を結ぶ道路を安全快適に通
行できるよう整備します。

交
通
機
能
の

   

充
実
と
拠
点
の
連
携

切
れ
目
の
な
い

　
　

子
育
て
支
援

人の流れを生む

　　観光・産業の振興

　交流人口の増加により、まち
の賑わいを創出するため、本市
の地域資源を活かし、観光で訪
れるまちづくりを目指します。

効 率的で便利なまち
　　　　「スマートガバメント」の推進

効率的・効果的な

　 行政サービスの推進

　市民サービスの向上や事務事業
の見直しに取り組み、情報発信機
能を強化するなど、効率的で便利
なまちづくりをめざします。

                         

観 光で訪れるまち
　「スマートツーリズム」
                         の推進
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会計名 平成 30 年度予算額（千円）前年度からの増減額（千円）増減率（％）
一 般 会 計 32,750,000 210,000 0.6
特 別 会 計 25,450,841 ▲ 3,584,214 ▲ 12.3

国民健康保険事業勘定 13,131,190 ▲ 3,056,987 ▲ 18.9
土 地 取 得 121,744 ▲ 638,463 ▲ 84.0
部 落 有 財 産 548 ▲ 12 ▲ 2.1
介 護 保 険 10,231,187 19,192 0.2
後期高齢者医療 1,966,172 92,056 4.9

公営企業会計 9,556,113 ▲ 478,722 ▲ 4.8
水道事業会計 3,517,718 ▲ 218,142 ▲ 5.8
下水道事業会計 6,038,395 ▲ 260,580 ▲ 4.1

合計 67,756,954 ▲ 3,852,936 ▲ 5.4

年度末市債残高の推移

平成 28 年度決算額 632 億 7,000 万円

平成 29 年度見込額 627 億 2,400 万円

平成 30 年度見込額 608 億 9,200 万円

年度末基金残高の推移

平成 28 年度決算額 88 億 8,300 万円

平成 29 年度見込額 89 億   600 万円

平成 30 年度見込額 87 億 7,900 万円

市民１人当たりの予算 市民１人当たりの借金 市民１人当たりの貯金 １世帯当たりの予算 平成 29 年 12 月末現在
人口　：107,280 人
世帯数：47,408 世帯305,300 円 290,500 円 62,900 円 690,800 円

■
一
般
会
計
と
そ
の
他
の
会
計

　
一
般
会
計
と
は
、
市
の
予
算
の

中
心
と
な
る
会
計
で
、
行
政
運
営

の
た
め
の
基
本
的
な
経
費
が
含
ま

れ
ま
す
。
一
方
、そ
の
他
の
会
計
は
、

特
定
の
事
業
の
歳
入
歳
出
を
一
般

会
計
と
区
別
し
て
処
理
す
る
た
め

の
会
計
で
、
特
別
会
計
や
公
営
企

業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

■
市
債

　
建
設
事
業
な
ど
の
資
金
と
し
て
、

国
や
銀
行
か
ら
借
り
入
れ
る
も
の
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
の
減
収
に
よ
る

財
源
不
足
を
補
う
た
め
な
ど
に
も
発

行
さ
れ
ま
す
。

■
基
金

　
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産
を

維
持
し
た
り
、
資
金
を
積
み
立
て

た
り
す
る
た
め
に
設
け
る
も
の
で

す
。

■
地
方
交
付
税

　
全
国
の
市
町
村
が
同
じ
水
準
の
行

政
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
財
政
運
営

の
均
衡
を
と
る
た
め
に
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金
で
す
。

■
国
庫
（
府
）
支
出
金

　
国
や
府
が
、
市
な
ど
に
対
し
て

支
出
す
る
使
途
を
特
定
し
た
お
金

で
、
補
助
金
や
交
付
金
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

■
繰
入
金
と
繰
出
金

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金

の
間
で
相
互
に
支
出
さ
れ
る
経
費

で
、
他
の
会
計
か
ら
そ
の
会
計
に

資
金
が
移
さ
れ
る
場
合
が「
繰
入
」、

他
の
会
計
に
資
金
を
移
す
場
合
を

「
繰
出
」
と
い
い
ま
す
。

※上記の市債・基金残高には特別会計、公営企業会計を含みます。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
、
公
営

企
業
会
計
を
あ
わ
せ
た
総
額
で
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
５
・
４
％
の
減

少
、
一
般
会
計
の
み
で
は
、
０
・

６
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
少
子
高
齢
化
・
人
口
減

少
に
と
も
な
い
市
税
収
入
が
減
少
、

社
会
保
障
関
係
経
費
は
年
々
増
加
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
関
係
経

費
も
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、
継
続
的
に

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た

め
、
定
住
・
転
入
の
促
進
や
産
業

振
興
な
ど
に
よ
り
歳
入
の
増
加
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
出
で

は
引
き
続
き
、
効
率
的
・
効
果
的

な
行
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、

既
存
施
策
・
事
業
を
見
直
し
、
限

ら
れ
た
財
源
の
範
囲
内
で
選
択
と

集
中
に
よ
り
、
新
た
な
住
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
総
合
計
画
、
地

方
創
生
に
向
け
た
総
合
戦
略
、
公

共
施
設
の
老
朽
化
対
策
、
シ
ス
テ

ム
更
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
経
費
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
現
場
視
点
に
よ
る

各
部
局
の
創
意
工
夫
を
行
い
、
庁

内
・
民
間
連
携
を
図
り
な
が
ら
、最

大
の
効
果
を
生
み
出
す
予
算
編
成

に
努
め
ま
し
た
。

平成 30 年度予算案が３月市議会で審議され、３月 28 日に可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　財政課

一 般会計歳入一 般会計歳出（性質別）

市 債・基金残高 会 計別予算

市 民１人（１世帯）当たりの平成 30 年度一般会計予算

一 般会計歳出（目的別） 市 民１人当たりの予算の使用用途

河内長野市の予算

財
政
用
語
の
解
説

　■民生費　144,200円
　高齢者、児童の
　福祉のために

　■総務費　32,500円
　情報化や
　自治の推進の
　ために

　■衛生費　28,600円
　ごみの処理や
　病気の予防
　のために

　■公債費　28,700円
　借金の返済の
　ために

　■教育費　24,600円
　学校や公民館、
　図書館などに

　■土木費　23,500円
　道路や河川、
　公園の整備
　のために

　■消防費　11,800円
　消防活動や
　防災の
　ために

■その他　11,400円
農林業費などに

一 般 会 計 327 億 5,000 万円
特 別 会 計 254 億 5,084 万 1 千円
公営企業会計　  95 億 5,611 万 3 千円

総額
677 億 5,695 万 4 千円

※数値は各項目ごとに四捨五入などの調整をしています。

歳出
（目的別）

民生費（47.3％）
154億7,511万
5千円
            教育費（8.1％）

26億3,931万3千円

総務費（10.6％）　
34億8,492万8千円

衛生費（9.4％）
30億6,628万3千円

公債費（9.4％）
30億7,683万8千円
公債費（9.4％）
30億7,683万8千円

土木費（7.7％）
25億1,892万3千円

消防費（3.9％）
12億7,023万4千円

その他（2.4％）　
8億1,491万7千円

農林業費（1.2％）　4億344万9千円
市税（36.6％）
119億9,512万4千円

繰入金(1.5％)
5億602万2千円

分担金及び負担金(1.1%)
3億6,759万5千円

その他(2.2％)
7億1,466万6千円

地方交付税（17.7％）
57億8,000万円

国庫支出金
（17.4％）
56億9,494万3千円

府支出金（8.4％）
27億5,868万
6千円

その他（2.2％）
7億1,190万円

自主財源
（43.4％）

（56.6％）
使用料及び手数料(2.0％)　
6億3,756万円4千円

市債（5.7％）
18億7,540万円

歳入

自主財源

依存財源

地方消費税交付金（5.2％）
17億810万円

歳出
（性質別）

（57.7％）

その他
経費

（39.5％）

投資的経費
（2.8％）

維持補修費（0.5％）　1億6,687万5千円
積立金（1.2％）
3億7,891万7千円

貸付金（0.2％）　8,004万9千円　　

普通建設事業費（2.3％）　
7億4,195万円

災害復旧事業費（0.5％）
1億7,818万円

物件費（14.9％）
48億9,637万3千円

補助費等（9.7％）
31億6,542万2千円

繰出金（12.9％）
42億1,552万3千円

人件費（18.6％）
61億650万円
　

扶助費（29.7％）
97億1,338万3千円

公債費（9.4％）　30億7,682万8千円

義務的
   経費

予備費（0.1%）　3,000万円

※予算の詳細は、情報センター ( 市役所 1 階 ) や図書館、市ホームページなどで閲覧できます。

  ◉今月の焦点　平成 30 年度予算

平成30年度
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新たな風を吹かせよう
中世のサムライヒーロー楠公さん

楠
公
さ
ん
を
テ
ー
マ
に

観
光
魅
力
を
発
信

　
今
も「
楠な

ん

公こ
う

さ
ん
」の
愛
称
で
知
ら
れ
、鎌
倉
時
代

末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
武
将
、

楠
木
正
成
。
市
で
は
、
楠
公
さ
ん
ゆ
か
り
の
地
域
や

文
化
遺
産
な
ど
を
ス
ト
ー
リ
ー
で
結
び
、
そ
の
生
涯

や
ゆ
か
り
の
地
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行

し
、市
内
や
千
早
赤
阪
村
の
観
光
施
設
な
ど
に
配
置

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、４
月
17
日
に
は
キ
ッ
ク
ス
で
、「
楠
公
さ
ん
」

大
河
ド
ラ
マ
誘
致
協
議
会
の
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
、
近
畿
各
地
か
ら
25
の
市
町
村
が
集
ま
り
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
誘
致
に
向
け
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
開
設
や
署
名
活
動
の
実
施
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。　

　
今
後
も
、楠
公
さ
ん
ゆ
か
り
の
自
治
体
連
携
を
図

り
な
が
ら
観
光
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、交
流
人

口
の
増
加
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

�
産
業
観
光
課

楠
公
さ
ん
写
真
展

嗚あ

呼あ

版ば
ん

太
平
記

　
皇
居
外
苑
の
楠
公
像
は
明
治
時
代

に
当
時
の
日
本
最
高
の
芸
術
家
た
ち

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
、
日
本
初
の
西

洋
式
銅
像
で
す
。
そ
の
楠
公
像
を
２

年
半
に
渡
っ
て
様
々
な
角
度
か
ら
撮

影
し
た
写
真
家
、
廣
田
勇
介
さ
ん
の

写
真
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　
５
月
20
日
㈰
～
27
日
㈰
午
前

10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
観
心
寺（
槙ま

き

本も
と

院い
ん

）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
観
心
寺
（
☎
62
・
２
１
３
４
）

楠
公
さ
ん
の
コ
ラ
ム
が

は
じ
ま
り
ま
す

　
１
３
３
１
年
（
元
弘
元
年
）、
後
醍

醐
天
皇
が
北
条
氏
執
権
の
鎌
倉
幕
府

討
伐
を
く
わ
だ
て
る
と
、
河
内
一
帯

に
勢
力
を
ひ
ろ
げ
て
い
た
豪
族
の
楠

木
正
成
た
ち
も
そ
れ
に
呼
応
し
て
挙

兵
し
ま
し
た
。

　
軍
記
物
語
「
太
平
記
」
に
よ
れ
ば
、

正
成
は
敵
の
意
表
を
つ
く
様
々
な
知

略
を
巡
ら
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
赤

坂
城
の
戦
で
は
塀
を
二
重
に
し
て
、
近

寄
る
敵
め
が
け
て
塀
を
倒
し
下
敷
き

に
し
た
り
、
大
柄ひ

杓し
ゃ
くで
熱
湯
を
浴
び

せ
る
な
ど
で
防
戦
。
ま
た
、
千
早
城

の
戦
で
は
わ
ず
か
な
兵
で
立
て
こ
も

り
、
幕
府
の
大
軍
を
苦
し
め
、
つ
い
に

鎌
倉
幕
府
滅
亡
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
「
建

武
新
政
」
が
実
現
し
、
功
績
が
認
め

中
世
の
サ
ム
ラ
イ
ヒ
ー
ロ
ー

第
１
回

ら
れ
た
正
成
は
摂
津
・
河
内
の
守
護

と
な
り
、
多
く
の
所
領
を
与
え
ら
れ

ま
す
。

　
１
３
３
６
年
（
建
武
３
年
）、
後
醍

醐
天
皇
か
ら
反
乱
し
た
足
利
尊
氏
を

討
つ
よ
う
命
じ
ら
れ
た
正
成
は
、
新

田
義
貞
と
と
も
に
尊
氏
と
戦
い
、
一

時
は
九
州
ま
で
敗
走
さ
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
諸
国
の
武
士
を
味
方
に
つ

け
た
尊
氏
は
軍
勢
を
増
強
し
な
が
ら

東
上
。
失
政
を
目
の
当
た
り
に
し
た

正
成
は
和
睦
を
天
皇
に
上
奏
し
ま
す

が
受
け
容
れ
ら
れ
ず
、
尊
氏
軍
を
一

旦
、
京
に
入
れ
兵
糧
攻
め
に
す
る
作

戦
も
却
下
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
正
成
は
、
天
皇
の
命
に
従
い
、

わ
ず
か
７
０
０
騎
余
の
軍
勢
で
兵
庫

湊
川
へ
向
か
い
、
激
戦
の
末
、
最
期

は
弟
の
正ま

さ

季す
え

と
と
も
に
壮
絶
な
自
害

を
遂
げ
ま
し
た
。
享
年
43
歳
。

　
わ
ず
か
な
兵
で
智
略
を
も
っ
て
大
軍

と
対
峙
し
た
戦
略
家
で
あ
る
一
方
で
、

敵
味
方
を
問
わ
ず
相
手
を
敬
う
愚
直

な
生
き
様
は
今
も
多
く
の
人
々
を
魅

了
し
て
や
み
ま
せ
ん
。
活
躍
の
舞
台
と

な
っ
た
戦
跡
や
寺
社
を
巡
る
と
、
中

世
の
サ
ム
ラ
イ
ヒ
ー
ロ
ー
「
楠
公
さ

ん
」
の
息
づ
か
い
を
感
じ
る
よ
う
で

す
。
そ
ん
な
楠
公
さ
ん
の
魅
力
に
つ

い
て
、
隔
月
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え
し

て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

太
平
記
講
談

～
楠
木
の
泣
き
男
～

　
上
方
講
談
師
の
旭き

ょ
く

堂ど
う

南な
ん

青せ
い

さ
ん
が

太
平
記
の
名
場
面
を
子
ど
も
た
ち
に

も
分
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。

と
き　
５
月
27
日
㈰
11
時
～
正
午

と
こ
ろ　
観
心
寺

料
金　
子
ど
も
１
０
０
円
、
大
人
５

０
０
円（
入
山
料
込
▽
当
日
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
観
心
寺
（
☎
62
・
２
１
３
４
）

楠
公
さ
ん
の
足
跡
を
た
ど
る

フ
レ
ー
ム
切
手
が
新
発
売

　
４
月
か
ら
、
楠
木
正
成
の
甲
冑
や

肖
像
画
、
湊
川
公
園
の
正
成
像
な
ど

の
図
柄
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
フ
レ
ー

ム
切
手
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

販
売
価
格　
１
３
０
０
円
（
82
円
切

手
10
種
）

▲観心寺大楠公像

販
売
場
所　

市
内
の
郵
便
局
な
ど

（
簡
易
郵
便
局
を
除
く
）

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
購
入
可
。

�
ふ
る
さ
と
文
化
財
課

観心寺住職　永島全
ぜ ん

教
きょう

さん
若い世代にもわがまちの魅力をもっと知っても
らいたい。文化財を見学するだけではなく、音
楽や写真、お花見、夏休みの写生など、いろん
なテーマで寺を活用してもらえたらと思います。
大河ドラマ化され、全国の楠公さんファンに来
てもらえるよう、私も市民の一人として、署名
などの活動に参加したい気持ちです。

応

援します！
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が
ん
患
者
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ

購
入
費
用
を
助
成

　
市
で
は
、
が
ん
患
者
の
治
療
と

就
労
の
両
立
や
療
養
生
活
の
質
の

向
上
に
向
け
、
抗
が
ん
剤
治
療
な

ど
に
よ
っ
て
脱
毛
が
生
じ
た
人
へ

の
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
購
入
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

人①
現
在
治
療
中
も
し
く
は
経
過
観

察
中
で
通
院
し
て
い
る
人

②
申
請
を
す
る
日
ま
で
に
、
引
き

続
き
１
年
以
上
河
内
長
野
市
に
住

民
登
録
の
あ
る
人

③
市
税
の
滞
納
が
な
い
人
（
世
帯

全
員
含
む
）

④
過
去
に
こ
の
助
成
金
や
他
の
同

様
の
法
令
等
に
基
づ
く
助
成
な
ど

を
受
け
て
い
な
い
人　
　
　

⑤
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
は
平
成
30
年

４
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と

と
き　
５
月
25
日
㈮
、
６
月
22
日

㈮
、
７
月
27
日
㈮
午
前
９
時
30
分

～
正
午

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み　
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

へ
（
予
約
制
）

た
ば
こ
相
談

対
象　
た
ば
こ
を
や
め
た
い
市
民

と
き　
５
月
28
日
㈪
、
６
月
25
日

㈪
、
７
月
23
日
㈪
、
８
月
27
日
㈪

▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
卒
煙
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

申
し
込
み　
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

へ
（
予
約
制
）

お
口
の
健
康
教
室

対
象　
20
歳
以
上
の
市
民

と
き　
６
月
６
日
㈬
・
15
日
㈮
午

後
１
時
30
分
～
３
時
▽
２
回
シ
リ

ー
ズ

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
歯
科
医
師
の
話
・
唾
液
検

査
に
よ
る
歯
肉
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
・
歯
み
が
き
実
習
な
ど
▽
６
日

に
希
望
者
を
対
象
に
歯
科
検
診
を

実
施

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

助
成
内
容　
１
万
円
ま
た
は
ウ
ィ

ッ
グ
本
体
を
購
入
す
る
た
め
に
要

し
た
費
用
の
２
分
の
１
の
額
の
い

ず
れ
か
低
い
方
の
額

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
保
健
セ
ン
タ

ー
ま
で
問
い
合
わ
せ
を
。

歯
周
疾
患
検
診
な
ど
の

受
診
券
を
送
付

　
５
月
中
旬
に
特
定
の
年
齢
（
平

成
31
年
３
月
31
日
時
点
）
の
人
に
、

検
診
・
検
査
の
無
料
受
診
券
を
送

付
し
ま
す
。
６
月
中
旬
ま
で
に
受

診
券
が
届
か
な
い
場
合
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

◎
歯
周
疾
患
検
診
＝
40
・
50
・
60
・

70
歳
の
市
民

◎
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
＝
40
・

45
・
50
・
55
・
60
・
65
・
70
歳
の

女
性
市
民

◎
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
＝
40
・

45
・
50
・
55
・
60
歳
で
過
去
に
同

検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
市
民

青
年
・
成
人
健
康
診
査

対
象　
昭
和
54
年
４
月
～
平
成
15

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
学
校
や
勤

め
先
で
健
診
を
受
け
る
機
会
が
な

い
市
民

申
し
込
み　
５
月
７
日
か
ら
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
へ

マ
マ
の
た
め
の
歯
み
が
き
教
室

対
象　
就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ

母
親

と
き　
６
月
８
日
㈮
午
前
10
時
15

分
～
11
時
45
分

と
こ
ろ　
あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ

な
が
の
北
館
内
）

内
容　
保
護
者
の
歯
み
が
き
実
習

と
顔
の
ス
ト
レ
ッ
チ
、
子
ど
も
の

仕
上
げ
み
が
き
の
話
な
ど

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
５
月
７
日
か
ら
電
話

で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

健
康
ス
ポ
ー
ツ
普
及
教
室

内
容　
①
や
さ
し
い
気
功
太
極
拳　

②
骨
盤
矯
正
ヨ
ガ　

③
心
と
体
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ　
④
女
性
の
た
め
の

ウ
オ
ー
ク
・
ス
ト
レ
ッ
チ
・
筋
力
ア

ッ
プ　
⑤
初
め
て
の
人
も
楽
し
く
で

き
る
筋
力
ア
ッ
プ
と
ス
ト
レ
ッ
チ

と
き　
①
５
月
16
日
㈬
午
前
10
時

～
11
時
30
分
、
②
５
月
28
日
㈪
午

後
３
時
～
４
時
30
分
、
③
５
月
30

日
㈬
午
後
７
時
～
８
時
30
分
、
④

５
月
31
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３

時
、
⑤
６
月
１
日
㈮
午
後
０
時
15

と
き　
５
月
22
日
㈫
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分
と
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
身
体
測
定
、
医
師
の
診
察
、

血
圧
測
定
、検
尿
、血
液
検
査（
診

断
書
の
作
成
は
で
き
ま
せ
ん
）

費
用　
５
０
０
円

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
生
活
保
護

受
給
世
帯
に
属
す
る
人
は
事
前
に

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る

が
ん
検
診
（
有
料
）

内
容
・
対
象　
乳
が
ん
検
診
＝
40

歳
以
上
で
平
成
30
年
度
中
に
奇
数

年
齢
に
な
る
か
平
成
29
年
度
未
受

診
の
女
性
市
民

と
き　
６
月
４
日
㈪
▽
受
付
は
午

前
９
時
30
分
～
10
時
30
分
と
午
後

１
時
～
２
時
▽
定
員
あ
り

費
用　
１
０
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
人
は
費

用
免
除
制
度
あ
り
。

申
し
込
み　
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

へ
（
先
着
順
）
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
申
し
込
み
可

糖
尿
病
予
防
相
談

　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
糖
尿

病
予
防
の
た
め
の
食
事
と
運
動
に

分
～
１
時
15
分

と
こ
ろ　
①
武
道
館
、
②
三
日
市

市
民
ホ
ー
ル
（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日

市
内
）、
③
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル
、
④

⑤
市
民
総
合
体
育
館

定
員　
①
④
15
人
、②
③
10
人
、⑤

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
各
５
０
０
円
（
当
日
徴

収
）

申
し
込
み　
５
月
６
日
～
開
催
前

日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
住

所
、
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
を
記
入
）
で
健
康

ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
各
担
当
者
へ

�
①
濱は

ま

さ
ん
（
☎
�
53
・
６
８
８

３
）
②
三み

牧ま
き

さ
ん
（
☎
�
54
・
５

７
２
９
）、
③
中
川
さ
ん
（
☎
�

65
・
６
２
１
６
）、
④
牧ま

き

田た

さ
ん

（
☎
64
・
０
３
１
５
）、
⑤
奥お

く

谷た
に

さ

ん
（
☎
�
63
・
５
４
５
６
）

が
ん
診
療
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

　
歌
手
の
井
上
あ
ず
み
さ
ん
、
ゆ

ー
ゆ
さ
ん
親
子
を
ゲ
ス
ト
に
招
き
、

医
師
が
が
ん
に
関
す
る
講
演
を
行

い
ま
す
。

と
き　
５
月
19
日
㈯
午
後
１
時
～

と
こ
ろ　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

（
☎
53
・
５
７
６
１
）

関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

対
象　
血
糖
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ

１
ｃ
値
が
高
め（
Ｎ
Ｇ
Ｓ
Ｐ
値
６・

９
％
未
満
）
で
治
療
を
受
け
て
い

な
い
市
民

と
き　
５
月
15
日
㈫
、
６
月
19
日

㈫
午
後
１
時
10
分
～
４
時
15
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み　
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
（
予
約
制
）

理
学
療
法
士
に
よ
る
相
談

　
理
学
療
法
士
に
よ
る
運
動
や
ス

ト
レ
ッ
チ
に
つ
い
て
の
相
談
を
行

い
ま
す
。

対
象　
40
歳
以
上
64
歳
以
下
の
市

民
（
利
用
は
原
則
１
回
の
み
）

５
月
は
宅
地
防
災
月
間

　
宅
地
災
害
は
、
い
っ
た
ん
起
こ

る
と
家
屋
や
家
財
だ
け
で
な
く
、

尊
い
人
命
も
失
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
造
成
中
の
急
斜
面
、
無
理
な

積
み
方
を
し
た
石
垣
、
風
化
の
著

し
い
崖
面
な
ど
は
、
長
雨
、
大
雨

に
よ
り
思
わ
ぬ
災
害
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
府
で
は
、
宅
地
防
災
月
間
の
期

間
中
に
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て

防
災
パ
ト
ロ
ー
ル
や
宅
地
防
災
技

術
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。　

　
ま
た
、
み
な
さ
ん
も
梅
雨
期
を

前
に
次
の
点
に
つ
い
て
自
宅
の
周

辺
を
点
検
し
、
早
急
に
適
切
な
処

置
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
石
垣
や
よ
う
壁
な
ど
に
亀
裂
な

ど
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
割
れ

目
か
ら
水
が
し
み
出
し
て
い
ま
せ

ん
か
。
ま
た
、
水
抜
き
穴
か
ら
う

ま
く
水
が
流
れ
出
て
い
ま
す
か
。

②
地
盤
は
沈
下
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

③
排
水
溝
に
泥
が
つ
ま
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。

※
「
石
積
み
・
ブ
ロ
ッ
ク
積
み
よ

う
壁
の
自
己
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

が
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

�
都
市
創
生
課
ま
た
は
府
建
築
企

画
課
（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
７

２
０
）

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　
防
災
知
識
・
技
術
の
習
得
を
促

進
し
、
修
了
者
が
中
心
と
な
っ
て

各
地
域
に
お
け
る
防
災
意
識
の
啓

発
と
防
災
活
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　
自
主
防
災
組
織
の
構
成
員

な
ど

と
き　
７
月
～
来
年
３
月
▽
９
回

シ
リ
ー
ズ
（
修
了
式
を
含
む
）

※
詳
し
い
日
程
は
問
い
合
わ
せ
を
。

と
こ
ろ　
市
役
所
な
ど

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
５
月
７
日
か
ら
危
機

管
理
課
へ

�
危
機
管
理
課

安全安心健 康

安
全
安
心

健
康

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-
０
０
１
２
菊
水
町
２
の
13

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※
対
象
の
記
載
が
な
い
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
市
民
が
対
象
。

◉健康・栄養・歯科相談◉
相談 健康相談 栄養相談（予約制） 歯科相談（予約制）

相談日 毎週月曜日（祝休日を除く）
受付時間 午前10時～11時（詳細は問い合わせを）
担当 保健師 管理栄養士 歯科衛生士
場所 保健センター

※診断や治療方法についての相談は対応不可▷希
望者は直接会場へ▷栄養相談、歯科相談は電話で
保健センターへ申し込みを。

★大阪府救急医療情報センター（医療機関情報）
☎ 06-6693-1199（24 時間）

★救急安心センターおおさか（救急医療相談）
相談電話　♯ 7119（ダイヤル回線・IP 電話か
らは☎ 06-6582-7119 へ▷ 24 時間）

★小児救急電話相談～受診するか迷ったときは～
相談電話　♯ 8000（ダイヤル回線・IP 電話からは
☎ 06-6765-3650 へ▷午後８時～翌朝８時）

休日急病診療所

内科
歯科

場所　菊水町 2-13（保健センター横、☎ 55-0300）
受付時間　土曜日（内科のみ）=午後６時～８時40分、日曜日・
祝休日 = 午前 10 時～ 11時 40 分と午後１時～３時 40 分
※内科は中学生以下受診不可▷５月５日は祝日扱いです。

小児科
（    ）

場所　富田林病院（富田林市向陽台１-３-36、☎29-1121）
▷小児科診療は、近隣市町村共同で医師を確保し、数少な
い小児科医の協力のもと富田林病院で実施しています。
受付時間　日曜日・祝休日午前９時～11時30分と午後１時～３時30分

中学生
以下
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子
育
て

子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

❶
双
子
育
児
中
マ
マ
の
交
流
会

対
象　
就
学
前
の
多
胎
児
と
そ
の

保
護
者
（
多
胎
児
を
妊
娠
中
の
人

や
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）　

と
き　
５
月
17
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

❷
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

　
就
学
前
の
親
子
が
自
由
に
遊
べ

る
場
で
す
。

対
象　
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者

と
き
・
と
こ
ろ　
５
月
11
日
㈮
＝

南
花
台
第
10
公
園
、
25
日
㈮
＝
烏

帽
子
形
公
園
▽
時
間
は
い
ず
れ
も

午
前
10
時
30
分
～
正
午
（
雨
天
中

止
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

❸
ひ
と
り
親
家
庭
の
情
報
交
換
会

対
象　
ひ
と
り
親
家
庭
で
育
児
中

か
ひ
と
り
親
家
庭
の
情
報
が
ほ
し

い
保
護
者
と
小
学
６
年
生
以
下
の

子
ど
も
（
保
護
者
の
み
の
参
加
も

可
）

と
き　
５
月
27
日
㈰
午
前
10
時
30

分
～
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

❹
親
世
代
と
同
居
マ
マ
の
交
流
会

対
象　
現
在
、
２
世
帯
以
上
同
居

中
（
同
敷
地
内
の
住
居
も
含
む
）

で
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
（
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）　

と
き　
５
月
21
日
㈪
午
前
10
時
30

分
～
正
午

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

❺
手
形
・
足
形
ア
ー
ト
「
パ
パ
に

あ
り
が
と
う
を
伝
え
よ
う
！
」

対
象　
市
内
在
住
の
就
学
前
の
子

ど
も
と
両
親　

と
き　
６
月
９
日
㈯
午
後
2
時
～

3
時
30
分

定
員　
15
組
（
抽
選
）

材
料
費　
８
０
０
円

❻
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
親
子
で
、
わ
ら
べ
う
た
や
絵
本

を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
１

歳
６
か
月
～
２
歳
６
か
月
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
５
月
24
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
11
時

定
員　
10
組
（
抽
選
）

❼
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム　

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

　
第
１
子
を
育
児
中
の
母
親
同
士

で
情
報
交
換
を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
30
年
１

月
18
日
～
４
月
18
日
生
ま
れ
の
第

１
子
と
そ
の
母
親

と
き　
６
月
18
日
㈪
・
25
日
㈪
、７

月
２
日
㈪
・
９
日
㈪
午
後
1
時
～

3
時
（
４
回
シ
リ
ー
ズ
）

❽
親
子
で
あ
そ
ぼ

　
親
子
で
遊
ん
だ
り
、
親
同
士
の

情
報
交
換
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

し
ま
す
。

対
象　
平
成
28
年
４
月
２
日
～
平

成
29
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
市
内

在
住
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
６
月
12
日
㈫
・
19
日
㈫
・

26
日
㈫
、
７
月
３
日
㈫
午
前
10
時

15
分
～
11
時
45
分
（
４
回
シ
リ
ー

ズ
）

定
員　
12
組
（
抽
選
・
初
参
加
者

優
先
）

❾
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ

　
親
子
で
ミ
ニ
運
動
会
を
し
ま
し

ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
28
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
未
就
園

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
６
月
５
日
㈫
午
前
10
時
30

分
～
正
午

❺
～
❾
の
申
し
込
み　
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性
別
、

第
何
子
か
、住
所
、電
話
番
号
、子

育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し
名

を
記
入
し
て
５
月
13
日
（
必
着
）

ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー
０
０

１
５
本
町
24
の
１
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
４
月
27
日
か
ら
）

Ｐ
Ｃ
サ
イ
トhttp://k-kira.jp

携
帯
サ
イ
トhttp://k-kira.jp/m

※
携
帯
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
下
図
）
か
ら
。

�
あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、�
50
・
４
６
６
５
）

ち
び
っ
こ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
体
育
館

で
運
動
会
や
冒
険
ラ
ン
ド
を
し
て

遊
び
ま
す
。

対
象　
お
お
む
ね
２
歳
～
就
学
前

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
５
月
20
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
阪
和
学
園
（
旧
南
花
台

西
小
学
校
）

定
員　
１
０
０
組
（
先
着
順
）

参
加
費　
子
ど
も
１
人
に
つ
き
３

０
０
円

申
し
込
み　
５
月
７
日
か
ら
電
話

で
長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局
へ
（
日
曜
・
祝
日
を
除
く
▽

受
付
は
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）

�
長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
56
・
２
０
３
２
）

ぐ
る
ぐ
る
マ
ル
シ
ェ

　
事
前
に
提
供
い
た
だ
い
た
子
ど

も
服
や
子
ど
も
靴
、
子
ど
も
用
の

帽
子
を
希
望
者
に
無
料
で
お
渡
し

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　
５
月
19
日
㈯
午
前
10
時
40

分
～
午
後
２
時

と
こ
ろ　
あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ

な
が
の
北
館
内
）

※
当
日
10
時
か
ら
ノ
バ
テ
ィ
な
が

の
横
、
長
野
商
店
街
通
り
で
整
理

券
を
配
布
し
ま
す
。

■
男
の
子
の
服
・
靴
・
帽
子
が
不

足
し
て
い
ま
す

　
タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る
も
の
で

リ
ユ
ー
ス
で
き
る
も
の
は
ぜ
ひ
ご

提
供
く
だ
さ
い
。

持
ち
込
み
で
き
る
も
の　
70 

～
１

５
０
㌢
㍍
の
子
ど
も
服
で
洗
濯
済

み
の
も
の
（
破
れ
や
汚
れ
の
あ
る

も
の
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。
肌
着
、

下
着
な
ど
は
未
使
用
品
の
み
可
）、

子
ど
も
靴
・
帽
子
（
新
品
、
も
し

く
は
状
態
の
良
い
も
の
）

持
ち
込
み
方
法　
①
市
役
所
の
業

務
時
間
中
に
環
境
衛
生
課
へ
、
②

土
・
日
・
祝
（
水
曜
日
を
除
く
）

の
午
前
10 

時
～
午
後
5
時
30 

分

に
あ
い
っ
く
へ

�
環
境
衛
生
課

移
動
動
物
園
が
や
っ
て
く
る

　
う
さ
ぎ
や
こ
ぶ
た
、
ひ
つ
じ
な

ど
と
ふ
れ
合
っ
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。

対
象　
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　
６
月
２
日
㈯
午
前
10
時
～

午
後
２
時
▽
雨
天
中
止

と
こ
ろ　
し
ょ
う
と
く
園
（
河
合

寺
）

申
し
込
み　

５
月
７
日
～
14
日

（
12
日
は
休
園
）に
電
話
で
同
園
へ

▽
受
付
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後

５
時

�
し
ょ
う
と
く
園

（
☎
65
・
１
８
７
７
）

子
ど
も
の
健
康
教
室
・

相
談
い
ろ
い
ろ

①
す
く
す
く
歯
科
相
談

対
象　
市
内
在
住
の
乳
幼
児
と
保

護
者

と
き　
５
月
７
日
㈪
午
前
10
時
～

11
時
30
分
、
７
月
３
日
㈫
午
後
１

時
30
分
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　
あ
い
っ
く

内
容　
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
乳
幼

児
期
の
歯
科
相
談

持
ち
物　
歯
ブ
ラ
シ（
子
ど
も
用
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

②
も
ぐ
も
ぐ
教
室

対
象　
市
内
在
住
で
生
後
５
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　
５
月
９
日
㈬
、
６
月
13
日

㈬
午
後
１
時
15
分
～
２
時
15
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
離
乳
食
（
生
後
５
～
８
か

月
ご
ろ
）
の
す
す
め
方
な
ど

定
員　
15
人
（
先
着
順
）　

③
か
み
か
み
教
室

対
象　
市
内
在
住
で
生
後
９
か
月

前
後
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　
５
月
11
日
㈮
午
後
１
時
15

分
～
２
時
15
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
離
乳
食
（
生
後
９
～
18
か

月
ご
ろ
）
の
す
す
め
方
な
ど

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

④
離
乳
食
・
幼
児
食
相
談
会

対
象　
市
内
在
住
で
離
乳
期
か
ら

就
学
前
の
子
ど
も
の
保
護
者

と
き　
６
月
29
日
㈮
午
前
９
時
40

分
～

と
こ
ろ　
乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　
管
理
栄
養
士
と
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
相
談

定
員　
６
人
（
先
着
順
）

②
～
④
の
申
し
込
み　
い
ず
れ
も

電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

こ
く
じ
ら
ひ
ろ
ば

　
０
～
２
歳
児
向
け
の
絵
本
（
約

３
０
０
冊
）
を
、
自
由
に
手
に
と

っ
て
楽
し
め
ま
す
（
貸
出
可
）。

と
き　
５
月
11
日
㈮
・
18
日
㈮
・

25
日
㈮
、６
月
１
日
㈮・８
日
㈮
・

15
日
㈮
・
22
日
㈮
・
29
日
㈮
午
前

10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
図
書
館

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

親
子
で
楽
し
む
絵
本
の
会

　
絵
本
や
手
遊
び
を
親
子
で
楽
し

む
講
座
で
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
①
２
歳
５
か

月
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
、

②
２
歳
６
か
月
～
就
学
前
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者　

と
き　
５
月
９
日
・
23
日
、
６
月

６
日
・
20
日
、
７
月
４
日
・
18
日

の
各
水
曜
日
▽
時
間
は
①
が
午
前

10
時
～
10
時
30
分
、
②
が
午
前
10

時
45
分
～
11
時
15
分
▽
６
回
シ
リ

ー
ズ　

と
こ
ろ　
千
代
田
公
民
館　

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）　

申
し
込
み　
５
月
５
日
か
ら
同
館

（
☎
55
・
１
１
２
５
）
へ

�
お
は
な
し
の
と
び
ら
の
渕
川
さ

ん
（
☎
54
・
１
５
１
９
）

※この他にも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催して
います。詳しくはあいっく ( ☎ 50-4664) へ問い合わせを。

★ 地域の子育て広場★
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流した
りする場所です。会場や時間、内容など詳しくは問い合わせを。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と５月７日㈪・14日㈪・
21日㈪午前 10 時～午後３時 30 分▷５
月 14 日㈪＝「ゆうみ先生と音楽を楽
しもう！」（午前 11時～）、18 日㈮＝「み
んなでストレッチ体操！」（午前 11時～）

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日午前 10 時～午後３時
５月14 日㈪＝「きちんと手洗いできるか
な？」（午前 11時～）▷５月３日㈷も開催

◉子育てわいわいルーム
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 ５月  ９日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 ５月 18 日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 ５月 23 日㈬ ☎ 63-1131

※時間は午前 10 時 30 分～正午▷駐車場には限りがあります。

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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図
書
館
の
お
は
な
し
会

■
２
～
３
歳
児
と
保
護
者
対
象

と
き　
５
月
９
日
㈬
・
23
日
㈬

午
後
２
時
30
分
～
（
15
分
程
度
）

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）

■
４
歳
～
就
学
前
の
子
ど
も
対
象

と
き　
５
月
９
日
㈬
・
23
日
㈬
午

後
３
時
30
分
～
（
30
分
程
度
）

定
員　
各
25
人
（
先
着
順
）

■
小
学
生
対
象

と
き　
５
月
５
日
㈷
・
26
日
㈯
、６

月
２
日
㈯
午
前
11
時
～
、
５
月
19

日
㈯
午
後
２
時
～
（
30
分
程
度
）

定
員　
各
25
人
（
先
着
順
）

※
い
ず
れ
も
当
日
直
接
図
書
館
へ

（
５
月
26
日
は
保
護
者
も
入
場
可
）。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　
初
め
て
母
親
・
父
親
に
な

る
市
民

と
き　
５
月
19
日
㈯
午
前
９
時
50

分
～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　
乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　
①
管
理
栄
養
士
に
よ
る
お

い
し
い
話
②
助
産
師
に
よ
る
呼
吸

法
、
腰
痛
予
防
な
ど
の
リ
ラ
ッ
ク

ス
方
法

定
員　
各
18
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
電
話
で
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
み
可

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

産
後
マ
マ
の
あ
ん
し
ん
サ
ー
ビ
ス

（
産
後
ケ
ア
事
業
）
を
開
始

　
医
療
機
関
で
助
産
師
な
ど
か
ら

様
々
な
支
援
（
日
帰
り
型
も
し
く

は
宿
泊
型
で
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ

ん
の
体
調
管
理
、授
乳
や
沐
浴
、お

っ
ぱ
い
相
談
、
育
児
相
談
な
ど
）

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
時
期　
お
お
む
ね
妊
娠
６
か

月
か
ら

※
母
子
と
も
に
医
療
行
為
（
医
師

の
診
察
や
薬
の
処
方
な
ど
）
が
必

要
な
人
の
利
用
や
、
き
ょ
う
だ
い

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
▽
申
し

込
み
方
法
や
利
用
料
金
な
ど
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

特
定
不
妊
治
療
費
へ
の
助
成
を

開
始
し
ま
す

　
特
定
不
妊
治
療
以
外
の
方
法
で

は
妊
娠
の
見
込
み
が
な
い
、
ま
た

は
極
め
て
少
な
い
と
医
師
に
診
断

さ
れ
た
夫
婦
に
対
し
て
、
治
療
費

の
助
成
を
行
い
ま
す
。
特
定
不
妊

治
療
に
要
し
た
費
用
の
う
ち
、
大

阪
府
な
ど
の
「
不
妊
に
悩
む
方
へ

の
特
定
治
療
支
援
事
業
」
の
助
成

金
を
う
け
、
上
限
を
超
え
た
分
が

助
成
の
対
象
で
す
。

対
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
治
療
日
、
申
請
日
と
も
に
本
市

に
居
住
し
、
か
つ
住
民
登
録
の
あ

る
人

②
大
阪
府
な
ど
の
「
不
妊
に
悩
む

方
へ
の
特
定
治
療
支
援
事
業
」
を

申
請
し
、交
付
を
受
け
て
い
る
こ
と

③
法
律
上
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

④
他
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
同
様

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑤
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
治

療
が
終
了
し
て
い
る
こ
と

助
成
額　
１
回
に
つ
き
上
限
５
万
円

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
を
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

不
育
症
治
療
費
の
助
成
を

開
始
し
ま
す

　
妊
娠
し
て
も
流
産
・
死
産
な
ど

を
繰
り
返
し
て
し
ま
う
不
育
症
の

治
療
を
受
け
た
夫
婦
に
対
し
て
、

治
療
費（
保
険
適
用
外
分
に
限
る
）

の
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
治
療
日
、
申
請
日
と
も
に
本
市

に
居
住
し
、
か
つ
住
民
登
録
の
あ

る
夫
婦

②
医
療
機
関
で
不
育
症
治
療
が
必

要
で
あ
る
と
診
断
さ
れ
、
保
険
適

用
外
の
治
療
を
受
け
た
夫
婦

③
法
律
上
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

④
他
の
地
方
公
共
団
体
か
ら
同
様

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

⑤
平
成
30
年
４
月
１
日
以
降
に
治

療
が
終
了
し
て
い
る
こ
と

助
成
額　
１
年
度
に
つ
き
上
限
30

万
円

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
を
。

�
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
な
ど
を

対
象
と
し
た
就
労
支
援
講
習
会

①
登
録
販
売
者
試
験
対
策
講
座

と
き　
６
月
９
日
～
８
月
25
日
の

毎
週
土
曜
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
11
回
シ
リ
ー
ズ
▽
８
月
11
日
は

休
講

と
こ
ろ　
府
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
市
中
央
区
）

定
員　
20
人
（
抽
選
）

教
材
費　
６
０
０
０
円

②
介
護
職
員
初
任
者
研
修

と
き　
７
月
28
日
～
11
月
24
日
の

毎
週
土
曜
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
16
回
シ
リ
ー
ズ
▽
８
月
11
日
、

11
月
３
日
は
休
み

と
こ
ろ　
未
来
ケ
ア
カ
レ
ッ
ジ
京

橋
校
（
大
阪
市
都
島
区
）

定
員　
20
人
（
抽
選
）

教
材
費　
１
万
円

申
し
込
み　
往
復
は
が
き
で
①
は

５
月
９
日
、
②
は
６
月
28
日
（
い

ず
れ
も
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に

大
阪
府
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒
540
―
０
０
１

２
大
阪
市
中
央
区
谷
町
５
の
４
の

１
３
）
へ
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

�
府
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
06
・
６
７
６
２
・

９
９
９
５
）

教
育
・
文
化

高
校
・
高
専
学
校
の
学
生
に

奨
学
金
を
支
給

対
象　

経
済
的
理
由
の
た
め
高

校
・
高
等
専
門
学
校
へ
の
就
学
が

困
難
な
市
内
在
住
者
（
住
民
税
非

課
税
世
帯
、
り
災
・
保
護
者
死
亡

な
ど
の
特
別
事
情
の
あ
る
世
帯
▽

生
活
保
護
世
帯
を
除
く
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

給
付
額　
年
額
３
万
６
０
０
０
円

申
し
込
み　
教
育
指
導
課
に
あ
る

申
込
用
紙
で
６
月
１
日
～
７
月
２

日
に
同
課
へ
（
学
校
長
の
証
明
が

必
要
▽
選
考
あ
り
）

※
申
込
用
紙
は
５
月
７
日
か
ら
配

布
▽
給
付
決
定
は
毎
年
行
い
ま
す

が
申
し
込
み
は
１
年
ご
と
に
必
要
。

�
教
育
指
導
課

「
読
書
ノ
ー
ト
」
で

読
書
量
ア
ッ
プ

　
子
ど
も
た
ち
が
意
欲
を
持
っ
て

読
書
活
動
に
取
り
組
め
る
よ
う
、

市
が
独
自
に
作
成
し
た
「
読
書
ノ

ー
ト
」。
こ
の
ノ
ー
ト
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
ど
こ
の
小
学
校
で
も
読

書
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
50
冊

の
本
を
読
み
終
え
る
と
、
ノ
ー
ト

が
１
冊
終
了
し
ま
す
。
昨
年
度
に

た
く
さ
ん
の
ノ
ー
ト
を
終
了
し
た

児
童
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
（
敬
称

略
▽
学
年
は
平
成
29
年
度
）。

43
冊
＝
國く

に

澤ざ
わ

遼り
ょ
う（
南
花
台
小
2
年
）、

37
冊
＝
渕ふ

ち

上が
み

茉ま

愛な

（
南
花
台
小
5

年
）、
23
冊
＝
村む

ら

川か
わ

美み

依い

奈な

（
三
日

市
小
2
年
）、
21
冊
＝
松ま

つ

谷た
に

琉り

月う

（
長
野
小
2
年
）、
20
冊
＝
金か

な

川が
わ

璃り

叡え

（
三
日
市
小
2
年
）、
19
冊
＝
木き

田だ

琉る

心い

絆な

（
三
日
市
小
2
年
）、
18

冊
＝
山や

ま

本も
と

莉り

央お

（
高
向
小
4
年
）、

17
冊
＝
久く

保ぼ

田た

莉り

央お

奈な

（
高
向
小

4
年
）、
13
冊
＝
草く

さ

野の

愛あ
い（
南
花
台

小
3
年
）、
畑は

た

迫さ
こ

凛り
ん

（
長
野
小
2

年
）
12
冊
＝
澤さ

わ

田だ

眞ま

奈な

（
長
野
小

5
年
）、
10
冊
＝
萩は

ぎ

依い

桜お

里り

（
三
日

市
小
5
年
）、
長な

が

田た

琉り
ゅ
う

星せ
い

（
美
加

の
台
小
1
年
）

�
教
育
指
導
課

運
転
免
許
証
や
健
康
保

険
証
、
ス
マ
ホ
や
携
帯

電
話
を
な
く
し
た
ら

●
紛
失
届
け
を
提
出
す
る

　
大
切
な
運
転
免
許
証
や
健

康
保
険
証
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
（
以
下
ス
マ
ホ
）
や
携
帯

電
話
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

ま
ず
最
寄
り
の
警
察
署
や
交

番
に
遺
失
届
を
出
し
ま
し
ょ

う
。

　
ス
マ
ホ
を
紛
失
し
た
ら
、ス

マ
ホ
を
位
置
情
報
サ
ー
ビ
ス

な
ど
で
探
す
、
紛
失
し
た
可

能
性
の
あ
る
場
所
に
問
い
合

わ
せ
な
ど
を
し
ま
す
。
ま
た
、

携
帯
電
話
会
社
に
通
信
回
線

利
用
停
止
を
連
絡
し
ま
す
。

●
悪
用
を
防
ぐ
た
め
に

◎
ス
マ
ホ
は
暗
証
番
号
な
ど

で
端
末
の
利
用
を
ロ
ッ
ク
し

て
お
き
ま
す
。
紛
失
の
際
に

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
あ

ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
け
ば
、

安
心
で
す
。

◎
紛
失
し
た
免
許
証
や
保
険

証
が
悪
用
さ
れ
て
い
た
と
し

て
も
必
要
な
届
け
出
が
な
さ

れ
て
い
れ
ば
、
本
人
の
責
任

は
原
則
、問
わ
れ
ま
せ
ん
。さ

ら
に
、
金
融
機
関
な
ど
が
加

盟
す
る
信
用
情
報
機
関
に
紛

失
を
申
告
し
て
お
け
ば
悪
用

の
予
防
が
期
待
で
き
ま
す
。

左
記
機
関
が
、
本
人
確
認
書

類
の
紛
失
・
盗
難
の
際
、
申

告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
各
機
関
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
代
表
的
な
個
人

信
用
情
報
機
関
と
し
て
、
株

式
会
社
シ
ー
・
ア
イ
・
シ
ー

（
☎
０
５
７
０
・
６
６
６
・
４

１
４
）、株
式
会
社
日
本
信
用

情
報
機
構
（
☎
０
５
７
０
・

０
５
５
・
９
５
５
）、
全
国
銀

行
個
人
信
用
情
報
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
１
２
０
・
５
４
０
・
５

５
８
）
が
あ
り
ま
す
。

就
学
援
助
の
申
請
を

■
経
済
的
に
就
学
を
さ
せ
る
こ
と

が
困
難
な
人
へ

対
象　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
世
帯

①
平
成
29
年
度
ま
た
は
平
成
30
年

度
に
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の

停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
た
世
帯

（
現
在
、生
活
保
護
法
に
よ
る
教
育

扶
助
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
申
請

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

②
平
成
29
年
度
ま
た
は
平
成
30
年

度
の
世
帯
全
員
の
市
民
税
が
非
課

税
か
均
等
割
の
み
課
税
の
世
帯

（
譲
渡
所
得
な
ど
の
損
失
通
算
に

よ
る
場
合
は
除
く
）

③
そ
の
他
特
別
な
事
情（
災
害
、死

亡
、
長
期
入
院
な
ど
）
で
援
助
を

必
要
と
す
る
世
帯

援
助
費
用　
市
立
小
中
学
校
の
学
用

品
費
、
修
学
旅
行
費
、
給
食
費
な
ど

※
中
学
１
年
生
の
選
択
給
食
は
５

月
食
事
分
か
ら
対
象
に
な
り
ま
す
。

申
請　
各
市
立
小
中
学
校
と
教
育

総
務
課
に
あ
る
申
請
用
紙
で
５
月
31

日
ま
で
に
通
学
し
て
い
る
小
中
学
校

へ
（
土
・
日
・
祝
休
日
を
除
く
。）

※
平
成
29
年
度
市
民
税
が
非
課
税

か
均
等
割
の
み
課
税
の
世
帯
は
教

育
総
務
課
へ
申
請
で
き
ま
す
。

�
教
育
総
務
課

 [コラム]  
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　３月 31日と４月１日、天野山金剛寺で、重要文化財
の金堂の約 9 年の歳月をかけた大規模改修の完了を祝
う落慶法要イベントが開催され、のべ 8330 人が訪れま
した。当日はフードや雑貨などのマルシェや、歴史や仏
像にまつわる講演会なども開催。月明かりの下では、幻
想的な音楽と光のライティング
ショーも行われ、訪れた人を魅
了していました。主催者の一人
でデザイナーの天

あ ま

川
か わ

麻
あ さ

子
こ

さん
は「天野町の住民が昔から引
き継ぎ大切にしてきた寺の魅
力を、たくさんの人に伝えるこ
とができ、思わず感涙しました」
と感動を語っていました。

　市内の小中学校で４月６日、入学式が行われました。
今年入学したのは、小学生が 711 人、中学生が 700 人
です。取材に訪れた南花台小学校では、43 人の新１年
生が入学式に臨みました。式が始まる前の教室では、緊
張した面持ちの新１年生でしたが、式が始まり一人ひと
り名前が呼ばれると元気に返事をしていました。

ドキドキわくわく新生活
 小学校入学式

　緑ケ丘の長野台幼稚園にて、火災予防の徹底を図る
ため、神

み

輿
こ し

、まとい、拍
ひょう

子
し

木
ぎ

を活用した防火パレード
を実施しました。天候不良のため、敷地内での開催と
なりましたが、サニータウン自主防災組織の人もかけ
つけ、地域と協働で火災予防のＰＲを行いました。

　３月 22 日、三日市公民館で野草料理試食会が開催さ
れました。このイベントは河内長野食草薬草の会が毎年
行っている催しで、この日は 13 人が参加しました。ツク
シやヨモギ、ヨメナなどをはじめ、たくさんの野草を使
って天ぷらや酢の物を作り試食しました。「野草の中には
薬草として使用され、冷え症に効くものや解熱効果があ
るものもあるんです」と同会会長の水口さんは語ります。
参加した人は、「知らない野草のことを知ることができて
よかった。食べやすくて驚いた」などと楽しんでいました。

長野台幼稚園で火の用心
防火パレード

Photo new
s kaw

achinagano

バラでガーデニングを楽しむ
緑化講演会

　３月17 日、キックスで緑化講演会が開催されまし
た。この講演は河内長野市公園緑化協会が主催したも
ので、ＮＨＫのテレビ番組「趣味の園芸」や雑誌など
でおなじみの村上敏

さとし

さんを講師に招いて「バラを使っ
たガーデニングの楽しみ方」をテーマにお話いただき
ました。講演ではバラの種類によって育ち方や手入れ
の方法が異なることや、バラと一緒に植える草花の紹
介や注意することなどを話され、参加した 127 人の
聴衆は最後まで興味深く聞き入っていました。

大規模改修の完了を祝う
天野山金剛寺落慶法要イベント

自然の恵み 野草を知ろう
野草料理試食会

まちの話題をお届けします
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左からセリ、タンポポ、ヨメナ、カンゾウ、ノビル、ツクシ、
ヨモギ、ユキノシタ、カラスノエンドウ、フキノトウ
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保
険
・
年
金

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
課

国
保
加
入
者
の
み
な
さ
ん
へ

■
特
定
健
診
の
受
診
券
を
送
付

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
40
歳
以
上
の
対
象
者
に
、
特
定

健
診
の
無
料
受
診
券
を
５
月
中
旬

以
降
に
送
付
し
ま
す
。
詳
細
は
受

診
券
と
同
封
の
案
内
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
４
月
10
日
～
10
月
末
に
新

た
に
国
保
に
加
入
し
た
人
に
は
届

出
月
の
翌
々
月
に
送
付
し
ま
す
。

■
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部
を
補

助
～
受
診
前
に
必
ず
申
請
を
～

対
象　
引
き
続
き
国
保
に
１
年
以

上
加
入
し
、
か
つ
保
険
料
を
完
納

し
て
い
る
被
保
険
者

と
こ
ろ　
市
指
定
検
診
機
関

受
診
期
間　
５
月
23
日
～
来
年
３

月
末
（
今
年
度
中
に
75
歳
に
な
る

人
は
誕
生
日
の
前
日
）
ま
で

予
約
・
申
請
方
法　
①
市
指
定
検

診
機
関
に
事
前
予
約
、
②
保
険
年

金
課
に
予
約
申
込
書
兼
補
助
申
請

書
を
提
出
、
③
そ
の
後
、
検
診
機

関
に
て
受
診

※
特
定
健
診
対
象
者
は
受
診
券
が

届
い
て
か
ら
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
同
じ
年
度
で
特
定
健
診
か
人
間

ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
一
方
し
か
受

診
で
き
ま
せ
ん
。

※
受
付
開
始
は
５
月
22
日
か
ら
。

申
請
前
に
受
診
す
る
と
補
助
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
▽
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
の

日
曜
臨
時
窓
口
を
開
設

■
平
日
お
忙
し
い
人
は
ご
利
用
を

と
き　
５
月
20
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　
市
役
所

内
容　
国
保
の
届
け
出
や
保
険
料

の
納
付
、
納
付
相
談
な
ど

※
必
要
書
類
な
ど
は
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
に
関
す
る

実
施
計
画
を
策
定

　
市
で
は
、
被
保
険
者
の
検
診
結

果
や
レ
セ
プ
ト
な
ど
の
デ
ー
タ
を

分
析
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
効

果
的
な
保
健
事
業
を
行
う
際
の
目

標
や
実
施
方
法
な
ど
を
定
め
た
第

２
期
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業
実

施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

40
歳
以
上
の
人
に
対
し
て
、
生
活

習
慣
病
に
着
目
し
た
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
の
具
体
的
な

方
法
な
ど
を
定
め
た
第
３
期
特
定

健
康
診
査
等
実
施
計
画
も
あ
わ
せ

て
策
定
し
ま
し
た
。

※
計
画
書
は
保
険
年
金
課
や
情
報

セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

税
金

固
定
資
産
税
の
納
付
は

納
期
限
ま
で
に

　
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
で
市

内
に
土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産
を

所
有
し
て
い
る
人
に
、
平
成
30
年

度
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
納

税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。
納
期

限
ま
で
に
お
近
く
の
金
融
機
関
や

郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
（
納
付
額
30
万
円
ま
で
）
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、安
心
・

簡
単
・
確
実
な
口
座
振
替
も
ご
利

用
を
。
今
年
度
の
納
期
限
は
次
の

と
お
り
で
す
。

納
期
限　

第
１
期
＝
５
月
31
日

㈭
、 

第
２
期
＝
７
月
31
日
㈫
、
第

３
期
＝
10
月
１
日
㈪
、
第
４
期
＝

12
月
28
日
㈮

■
固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ
コ
ー
ナ
ー

～
急
に
税
額
が
高
く
な
っ
た
が
～

【
問
】平
成
26
年
９
月
に
住
宅
を
新

築
し
た
。
今
回
送
ら
れ
て
き
た
納

税
通
知
書
を
見
る
と
、
税
額
が
急

に
高
く
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
。

【
答
】新
築
住
宅
は
固
定
資
産
税
の

減
額
期
間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、

新
た
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
年
度
か
ら
３
年
度
分
に
限
り
、

税
額
が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま

す
（
要
件
あ
り
）。
こ
の
場
合
は
、

平
成
27
～
29
年
度
分
に
つ
い
て
こ

の
減
額
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
な
お
、
３
階
建
以
上
の
中

高
層
耐
火
住
宅
な
ど
は
、
同
様
の

措
置
が
５
年
度
分
あ
り
ま
す
（
一

定
の
要
件
あ
り
）。
た
だ
し
、
都
市

計
画
税
は
減
額
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

�
税
務
課
固
定
資
産
税
係
・
債
権

管
理
係

審
査
の
申
出
を
受
付

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ

れ
た
価
格
に
つ
い
て
不
服
の
あ
る

人
は
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
へ
審
査
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

期
間　
４
月
２
日
以
降
で
納
税
通

知
書
を
受
け
取
っ
た
日
の
翌
日
か

ら
３
か
月
以
内

�
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
事

務
局

軽
自
動
車
税
の
納
付
は

５
月
31
日
ま
で
に

　
平
成
30
年
度
軽
自
動
車
税
は
、

４
月
１
日
現
在
、
本
市
で
軽
自
動

車
を
所
有
す
る
人
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
５
月
上
旬
に
納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
納
期
限
（
５

月
31
日
）
ま
で
に
お
近
く
の
金
融

機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
（
手
数
料
不
要
）。
ま
た
、
安

心
・
簡
単
・
確
実
な
口
座
振
替
も

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
車

検
用
）
は
大
切
に

　
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
は
、

右
端
部
分
が
軽
自
動
車
税
納
税
証

明
書
（
車
検
用
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
車
検
を
受
け
た
後
、
車
検
証

の
返
付
を
受
け
る
際
に
必
要
に
な

り
ま
す
の
で
、
車
検
証
と
と
も
に

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い

る
人
に
は
、
振
替
（
納
付
）
確
認

後
、
６
月
中
旬
に
は
が
き
で
送
付

予
定
で
す
。

�
税
務
課
税
制
係

口
座
振
替
結
果
に
関
す
る

通
知
の
廃
止
に
つ
い
て

　
平
成
30
年
度
よ
り
市
税
に
関
す

る
口
座
振
替
結
果
に
つ
い
て
の
通

知
（
口
座
振
替
不
能
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ
、
口
座
振
替
納
付
済
通

知
書
な
ど
）
は
送
付
し
ま
せ
ん
の

で
、
口
座
振
替
結
果
に
つ
い
て
は

通
帳
な
ど
で
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
軽
自
動
車
税
の
口
座
振
替
納
付

済
通
知
書
は
引
き
続
き
送
付
し
ま

す
。

�
税
務
課

市
税
納
付
が
困
難
な
場
合
は

早
め
に
ご
相
談
を

　
納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
な

い
場
合
は
、
督
促
状
や
催
告
書
を

送
付
し
納
付
を
催
告
し
ま
す
。
納

付
が
な
い
状
態
が
続
く
と
、
督
促

手
数
料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
財
産
調
査
を
行
い
、

財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
場
合
は

放
置
せ
ず
、
お
早
め
に
納
付
相
談

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
税
務
課
債
権
管
理
係

所
得
（
課
税
）
証
明
書
の

発
行
は
６
月
４
日
か
ら
開
始

　
平
成
30
年
度
所
得
（
課
税
）
証

明
書
の
発
行
を
６
月
４
日
か
ら
開

始
し
ま
す
。
郵
送
で
請
求
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
必
要
書
類

な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電

子
証
明
書
付
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
お
持
ち
の
人
は
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
発
行
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
収
入
が
な
く
市
・

府
民
税
未
申
告
の
場
合
な
ど
発
行

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
税
務
課
市
民
税
係

自
動
車
税
の
納
期
限

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31

日
㈭
で
す
。
納
税
通
知
書
に
記
載

の
金
融
機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
・
ペ
イ
ジ
ー
も
可
）
で
納

期
限
ま
で
に
お
納
め
く
だ
さ
い
。

�
大
阪
府
自
動
車
税
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
５
７
０
・
０
２
０
１

５
６
）

保険・年金

　
楠
木
正
成
と
正
行
を
主
人
公

に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
を
実

現
す
べ
く
、
４
月
に
は
自
治
体

で
構
成
す
る
協
議
会
が
、
５
月

に
は
民
間
団
体
か
ら
成
る
協
議

会
が
発
足
す
る
予
定
で
す
。
今

後
、
こ
の
２
つ
の
協
議
会
が
連

携
し
な
が
ら
様
々
な
Ｐ
Ｒ
活
動

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
回
、
大
阪
府
内
43
市
町
村

に
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
23
市

町
村
か
ら
参
加
の
申
し
出
が
あ

り
ま
し
た
。
府
外
か
ら
も
神
戸

市
と
吉
野
町
が
参
加
し
ま
す
。

今
後
は
、
楠
公
さ
ん
に
関
わ
り

の
あ
る
全
国
の
自
治
体
に
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
間
団
体
か
ら
成
る

協
議
会
で
は
、
正
成
と
関
係
の

深
い
観
心
寺
を
は
じ
め
、
寺
社

や
市
民
団
体
、観
光
事
業
者
、公

共
交
通
機
関
、
報
道
機
関
な
ど

が
参
加
す
る
予
定
で
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
４
月
に
発
売
さ

れ
た
楠
公
さ
ん
の
足
跡
を
た
ど

る
「
フ
レ
ー
ム
切
手
」
は
、
全

国
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
い
う
点
で
大
き

な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　
東
京
一
極
集
中
と
い
わ
れ
る

中
で
、
大
河
ド
ラ
マ
の
実
現
は

南
河
内
だ
け
で
な
く
、
大
阪
全

体
、
ひ
い
て
は
関
西
の
活
性
化

へ
の
起
爆
剤
と
な
る
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。
交
流
人
口
が
増

え
る
と
、
小
売
店
や
飲
食
店
が

潤
い
、
雇
用
創
出
に
つ
な
が
り
、

定
住
人
口
の
維
持
も
期
待
で
き

ま
す
。
外
国
人
観
光
客
に
大
人

気
の
皇
居
外
苑
の
楠
木
正
成
像

に
あ
や
か
り
、
海
外
も
意
識
し

な
が
ら
、
大
河
ド
ラ
マ
実
現
へ

の
機
運
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

河
内
長
野
市
長
　
島
田
智
明

「
楠
公
さ
ん
」

大
河
ド
ラ
マ
実
現
に
向
け
て

市
長
コ
ラ
ム

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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暮
ら
し

人
権

暮らし人 権

ご
み
出
し
が
困
難
な
人
へ

ふ
れ
あ
い
収
集
を
実
施

　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
で

ご
み
出
し
が
困
難
な
世
帯
を
対
象

に
、
玄
関
先
ま
で
直
接
ご
み
の
収

集
に
伺
い
ま
す
。

も
っ
た
い
な
い
市

　
気
に
入
っ
た
食
器
が
あ
れ
ば
無

料
で
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　
５
月
24
日
㈭
午
前
10
時
～

午
後
１
時

と
こ
ろ　
市
役
所

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

■
陶
磁
器
製
・
ガ
ラ
ス
製
食
器
の

持
ち
込
み
回
収
に
協
力
を

と
こ
ろ
・
と
き　
①
資
源
選
別
作

業
所
（
上
原
西
町
２
の
28
）
＝
月

～
金
曜
日
の
午
後
１
時
～
３
時
、

②
衛
生
処
理
場（
高
向
２
０
９
２
）

＝
月
～
金
曜
日
の
午
前
10
時
～
正

午
、
③
も
っ
た
い
な
い
市
会
場

※
陶
磁
器
製
・
ガ
ラ
ス
製
食
器
以

外
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
▽
洗
っ
て

か
ら
の
持
ち
込
み
に
ご
協
力
を
。

�
環
境
衛
生
課

不
用
品
の
処
理
は
適
切
に

　
不
用
品
の
回
収
や
ご
み
の
運
搬

を
行
う
業
者
の
多
く
が
無
許
可
の

違
法
業
者
で
す
。
収
集
や
処
分
を

依
頼
し
た
人
に
も
懲
役
や
罰
金
な

ど
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
渡
し
た
不
用
品
が

不
法
投
棄
さ
れ
た
場
合
は
、
排
出

者
に
も
責
任
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
適
切
な
処
理
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
古
紙
・
カ
ン
類
に
限
り
、
専
門

の
回
収
業
者
に
依
頼
で
き
ま
す
。

�
環
境
衛
生
課

相談名 内　　　容

法律 土地・家屋・金銭の貸借や離婚、
相続などの法律関係

行政 行政に対する苦情や要望など

消費者
金融

多重・多額債務者の返済方法な
ど

登記 土地・家屋などの不動産の登記
全般

税 譲渡や贈与、相続、住宅購入
などにかかる税全般

人権 人権問題全般

心配
ごと

日常生活の様々な心配ごとや悩
みなど

警察 民事暴力・ストーカー対策など
の警察業務全般

民事
調停

土地建物、借入債務、交通事故
などの「民事上のもめごと」に
ついて調停で解決する手続き

く
ら
し
の
総
合
相
談

　
相
談
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　
５
月
15
日
㈫
午
後
１
時
～

４
時
（
受
付
は
正
午
～
午
後
３
時

▽
先
着
順
）

と
こ
ろ　
三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

内
容　
下
表
の
と
お
り
▽
日
常
生

活
の
中
で
お
こ
る
様
々
な
問
題
に
、

弁
護
士
や
税
理
士
な
ど
が
相
談
に

応
じ
ま
す
（
団
体
や
政
治
的
な
相

談
を
除
く
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
自
治
協
働
課

５
月
１
日
〜
７
日
は
憲
法
週
間

　
５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日
を
中

心
と
す
る
５
月
１
日
～
７
日
は

「
憲
法
週
間
」
で
す
。
憲
法
は
、
基

本
的
人
権
の
尊
重
を
重
要
な
柱
の

一
つ
と
し
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の

人
が
、
幸
福
な
生
活
を
営
む
た
め

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
憲
法
や
世

界
人
権
宣
言
に
掲
げ
ら
れ
た
人
権

尊
重
の
精
神
を
理
解
し
、
身
近
な

と
こ
ろ
か
ら
人
権
を
考
え
、
行
動

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

�
人
権
推
進
課

季節を感じられる、おすすめレシピを奥河内くろま
ろの郷からご紹介します。５月は竹の子。煮物で
食べることが多い竹の子ですが、炒めることで竹
の子の香りがより引き立ちます。

竹の子…60g、卵…２個、A（塩・うまみ調味
料…少々、砂糖・めんつゆ…各小さじ１）、サラ
ダ油…小さじ１
お好みで三つ葉や葱など

材料（２人分）
�竹の子はあく抜きをし、一口サイズに切っておく。
�フライパンに油を引き、竹の子を炒める。
�全体に火が通ったら卵を溶き流し入れる。
� A を入れる。
�卵に火が通ったらできあがり。

作り方

６月１日は人権擁護委員の日

　人権擁護委員法が施行された日を記念して、
６月１日は「人権擁護委員の日」と定められ
ています。

■市民の人権を守る人権擁護委員
　人権擁護委員は、法務大臣から委嘱を受け
て、市民の人権を守るための様々な活動や人
権に関する相談などを行っています。本市の
人権擁護委員は、次の10人です。
◎山

や ま

口
ぐ ち

 親
ち か

房
ふ さ

さん（西片添町、☎68-8809）
◎乾

いぬい

 美
み

弥
や

子
こ

さん（北貴望ケ丘、☎56-5506）
◎福

ふ く

田
だ

 卓
た く

也
や

さん（西之山町、☎55-0466）
◎安

あ

達
だ ち

 英
ひ で

行
ゆ き

さん（美加の台、☎62-3140）
◎柿

か き

花
は な

 利
と し

英
ひ で

さん（南花台、☎64-1546）
◎河

か わ

端
ば た

 佐
さ

千
ち

子
こ

さん（日野、☎52-2293）
◎櫻

さくら

井
い

 義
よ し

則
の り

さん（大矢船中町、☎62-5549）
◎西

に し

端
ば た

 恵
け い

子
こ

さん（原町、☎54-4171）
◎田

た

和
わ

 裕
ゆたか

さん（加賀田、☎63-0496）
◎上

う え

野
の

 恭
や す

彦
ひ こ

さん（小山田町、☎53-0663）
�人権推進課

人
権
・
男
女
共
同
参
画

推
進
講
座

■
憲
法
記
念
市
民
講
座
～
今
か
ら

考
え
る
将
来
の
相
続
～　

と
き　
５
月
31
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

※
１
歳
～
就
学
前
の
子
ど
も
の
一

時
保
育
あ
り
（
定
員
10
人
▽
先
着

順
）。

申
し
込
み　
５
月
７
日
か
ら
電
話

で
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
へ

�
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
キ
ッ
ク
ス
内
、
☎
54
・
０
０
０
３
）

Ｍ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｅ

ペ
ア
レ
ン
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
子
育
て
に
苦
し
さ
を
感
じ
て
い

る
親
の
た
め
の
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。

と
き　
６
月
４
日
～
９
月
10
日
ま

で
の
月
曜
日
（
７
月
16
日
は
祝
日

の
た
め
13
日
㈮
）
と
12
月
７
日
㈮
、

来
年
３
月
４
日
㈪
の
17
回
▽
時
間

は
午
前
10
時
～
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　
富
田
林
市
立
人
権
文
化

セ
ン
タ
ー

定
員　
10
人

※
一
時
保
育
あ
り
。

申
し
込
み　
５
月
７
日
か
ら
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で
富
田
林
市
人
権
協

議
会
へ

�
富
田
林
市
人
権
協
議
会（
☎
24・

３
７
０
０
、
�
25
・
５
９
５
２
）

対
象　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
で

介
護
サ
ー
ビ
ス
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
要
介
護

２
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い
る
な

ど
一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
世
帯

に
限
り
ま
す
。

※
利
用
を
希
望
す
る
人
は
問
い
合

わ
せ
を
。

�
環
境
衛
生
課

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
徹
底
を

　
４
月
か
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
基

準
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。
特
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
他
の
素
材

が
混
ざ
ら
な
い
よ
う
に
、
必
ず

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
を
は
ず
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
�
環
境
衛
生
課

キャップのリングは
そのままで大丈夫！

クックパッド 河内長野市の公式ページ►
�奥河内くろまろの郷（☎ 56-9606）
ビュッフェレストラン奥河内に５月１日からこのメニューが登場します。
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高
齢
者

も
の
忘
れ
相
談
会

　
相
談
の
ほ
か
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で

脳
の
認
知
機
能
測
定
も
行
い
ま
す
。

と
き　
５
月
21
日
㈪
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分
（
相
談
は
一
人
45

分
程
度
）

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
５
月
７
日
か
ら
電
話

で
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ

�
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

高
齢
者
の
運
動
教
室

①
お
手
玉
で
健
康
体
操

②
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
ヨ
ガ

③
や
さ
し
い
気
功
太
極
拳

対
象　
運
動
が
で
き
る
65
歳
以
上

の
市
内
在
住
者

と
き　
①
５
月
22
日
㈫
午
後
１
時

30
分
～
３
時
、
②
６
月
11
日
㈪
午

後
３
時
～
４
時
30
分
、
③
６
月
13

日
㈬
午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ　
①
市
民
総
合
体
育
館
、

②
三
日
市
市
民
ホ
ー
ル
（
フ
ォ
レ

ス
ト
三
日
市
内
）、
③
武
道
館

定
員　
各
15
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
各
５
０
０
円

申
し
込
み　
５
月
６
日
～
開
催
前

日
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
住

所
、
氏
名
、
ふ
り
が
な
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
を
記
入
）
で
健
康

ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
各
担
当
者
へ

�
①
磯
脇
さ
ん
（
☎
�
65
・
０
４

５
０
）、
②
中
川
さ
ん
（
☎
�
65
・

６
２
１
６
）、
③
濱は

ま

さ
ん
（
☎
�

53
・
６
８
８
３
）

介
護
サ
ロ
ン

対
象　
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る

市
内
在
住
者

と
き　
５
月
19
日
㈯
午
後
１
時
～

３
時

と
こ
ろ　
府
立
花
の
文
化
園

※
入
園
料
（
５
４
０
円
）
が
必
要
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
西
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
56
・

６
６
０
０
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座　

　
認
知
症
や
対
応
方
法
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。
講
座
終
了
後
、
オ
レ

ン
ジ
リ
ン
グ
を
お
渡
し
し
ま
す
。

と
き　
５
月
24
日
㈭
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
５
月
７
日
か
ら
電
話

で
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
へ

�
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課

長
寿
ふ
れ
あ
い
活
動
助
成
事
業

　
地
域
が
主
体
で
実
施
す
る
サ
ロ

ン
活
動
や
生
活
支
援
活
動
に
対
し

て
助
成
し
ま
す
。

対
象
事
業　
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
な
ど
が
行
う
次
の
よ
う

な
事
業

①
日
常
生
活
に
支
援
を
要
す
る
高

齢
者
の
福
祉
の
向
上
に
役
立
つ
事

業②
高
齢
者
の
健
康
増
進
に
役
立
つ

事
業

③
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
に

役
立
つ
事
業

④
高
齢
者
の
生
き
が
い
の
高
揚
に

役
立
つ
事
業

助
成
内
容　
１
団
体
に
つ
き
対
象

経
費
の
２
分
の
１（
上
限
7
万
円
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
い
き

い
き
高
齢
・
福
祉
課

障
が
い
者

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

あ
か
み
ね
の
催
し

①
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

対
象　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
手

帳
所
持
者
と
そ
の
介
護
者

と
き　
５
月
21
日
㈪
午
後
１
時
～

３
時
（
予
備
日
28
日
）

と
こ
ろ　
赤
峰
市
民
広
場

定
員　
20
人
（
抽
選
▽
初
参
加
者

優
先
）

参
加
費　
３
０
０
円

②
ペ
ア
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生
～
高

校
生
の
障
が
い
者
手
帳
所
持
者
と

そ
の
保
護
者
ま
た
は
介
護
者
（
ペ

ア
で
参
加
を
）

と
き　
５
月
19
日
㈯
午
前
９
時
30

分
～
正
午

と
こ
ろ　
赤
峰
市
民
広
場
（
雨
天

時
は
内
容
を
変
更
し
て
障
が
い
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
か
み
ね
で
実
施
）

定
員　
15
組
（
抽
選
▽
初
参
加
者

優
先
）

参
加
費　
１
組
５
０
０
円

①
②
の
申
し
込
み　
５
月
15
日
ま

で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ

�
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
か

み
ね（
☎
56
・
１
５
９
０
、�
56
・

１
５
９
２
）

ピ
ア
サ
ロ
ン

　
脳
ト
レ
と
茶
話
会
を
開
催
し
ま

す
。

対
象　
市
内
在
住
の
肢
体
不
自
由

の
人

と
き　
５
月
16
日
㈬
午
後
１
時
～

３
時

と
こ
ろ　
障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
あ
か
み
ね

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
５
月
７
日
～
15
日
に

同
セ
ン
タ
ー
へ

�
ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か
わ
ち
な
が
の

（
☎
56・１
６
９
０
、�
56・１
６
９
２
）

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
基
礎
）

　
聴
覚
障
が
い
者
支
援
の
た
め
の

基
礎
的
な
手
話
技
術
を
学
び
ま
す
。

対
象　
同
講
座
の
入
門
課
程
を
修

了
し
市
の
登
録
通
訳
者
と
し
て
の

活
動
を
希
望
す
る
人

と
き　
６
月
１
日
～
12
月
14
日
の

毎
週
金
曜
日
の
う
ち
25
回
▽
時
間

は
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
30
人
（
抽
選
）

教
材
費　
３
２
４
０
円

申
し
込
み　
障
が
い
福
祉
課
に
あ

る
申
込
書
で
５
月
18
日
ま
で
に
同

課
へ

�
障
が
い
福
祉
課

就
労

放
課
後
児
童
会
嘱
託
員

業
務
内
容　
放
課
後
児
童
会
（
学

童
）
支
援
業
務

応
募
資
格　
保
育
士
ま
た
は
幼
稚

園
教
諭
の
資
格
を
持
つ
人
、
児
童

の
指
導
に
つ
い
て
知
識
・
経
験
を

有
す
る
人

勤
務
日　
①
月
～
土
曜
日
の
う
ち

週
５
日
（
年
数
回
日
曜
日
の
勤
務

あ
り
▽
公
休
日
は
地
域
教
育
推
進

課
が
指
定
）、②
月
～
土
曜
日
の
う

ち
指
定
す
る
日

募
集
人
数　
①
2
人
、
②
８
人

試
験　
５
月
19
日
に
キ
ッ
ク
ス
で

面
接
試
験
を
実
施
▽
①
は
作
文
試

験
も
実
施

申
し
込
み　
写
真
付
の
履
歴
書
１

通
を
持
っ
て
５
月
18
日
ま
で
に
地

域
教
育
推
進
課
（
キ
ッ
ク
ス
内
▽

日
曜
・
月
曜
・
祝
日
を
除
く
▽
時

間
は
午
前
９
時
～
午
後
６
時
）
へ

※
試
験
時
に
免
許
・
資
格
の
原
本

を
提
示
い
た
だ
き
ま
す
。

�
地
域
教
育
推
進
課

（
☎
54
・
０
０
０
５
）

社
会
福
祉
協
議
会
職
員

職
種　
事
務
職
（
大
卒
程
度
）

勤
務
地　
市
社
会
福
祉
協
議
会

受
験
資
格　
昭
和
58
年
４
月
２
日

～
平
成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

人
で
、社
会
福
祉
士
資
格
ま
た
は
精

神
保
健
福
祉
士
資
格
が
あ
り
、か
つ

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
持
つ
人

募
集
人
数　
１
人
程
度

採
用
予
定
日　
７
月
１
日

受
験
申
込
書
配
付　
同
協
議
会
の

窓
口
で
（
土
・
日
・
祝
を
除
く
）

▽
同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

受
験
申
し
込
み　
５
月
17
日
㈭
ま

で
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

に
同
協
議
会
へ
（
土
・
日
・
祝
を

除
く
▽
郵
送
の
場
合
は
５
月
15
日

必
着
）

第
１
次
試
験　
５
月
20
日
㈰
に
総

合
適
性
検
査
・
小
論
文
を
実
施

�
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
65
・
０
１
３
３
）

介
護
面
接
会
＆
相
談
会

対
象　
介
護
業
界
で
の
仕
事
を
希

望
す
る
人

と
き　
５
月
18
日
㈮
午
後
２
時
～

４
時
（
受
付
は
３
時
30
分
ま
で
）

と
こ
ろ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

持
ち
物　
履
歴
書
な
ど

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

（
☎
53
・
３
０
８
１
）

協
働

市
と
の
協
働
事
業
の

新
た
な
提
案
を
募
集
し
ま
す

　
市
民
と
行
政
の
協
働
を
促
進
す

る
こ
と
は
、
地
域
や
社
会
の
課
題

を
効
果
的
・
効
率
的
に
解
決
し
、住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
つ

な
が
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
協
働
事

業
提
案
制
度
で
は
、
市
民
公
益
活

動
団
体
な
ど
か
ら
、
専
門
性
や
柔

軟
性
を
生
か
し
た
事
業
の
提
案
を

公
募
し
ま
す
。
な
お
、
提
案
さ
れ

た
事
業
は
、
審
査
・
選
定
の
う
え

実
施
し
ま
す
。

■
提
案
の
種
類

○
市
設
定
テ
ー
マ
部
門

　
市
が
提
示
し
た
テ
ー
マ
に
基
づ

き
、
具
体
的
な
事
業
を
提
案
で
き

ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
次
の
と

お
り
で
す
。

「
木
の
あ
る
暮
ら
し
の
魅
力
発
信
」

（
農
林
課
）

※
テ
ー
マ
の
概
要
は
自
治
協
働
課

と
市
民
公
益
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

「
る
ー
ぷ
ら
ざ
」に
あ
る
募
集
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

○
市
民
自
由
提
案
部
門

　
テ
ー
マ
を
設
け
ず
、
自
由
な
発

想
に
よ
る
事
業
を
提
案
で
き
ま
す
。

申
し
込
み　
５
月
31
日
ま
で
に
自

治
協
働
課
へ

※
る
ー
ぷ
ら
ざ(

☎
53・８
１
０
０)

で
事
前
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

提
案
を
希
望
す
る
団
体
は
、
で
き

る
だ
け
相
談
を
。

�
自
治
協
働
課

市
民
公
益
活
動
支
援
補
助
金

事
業
報
告
会

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
自
主

的
・
自
発
的
な
社
会
貢
献
活
動（
市

民
公
益
活
動
）
に
対
し
「
市
民
公

益
活
動
支
援
補
助
金
（
一
般
型
・

地
域
ま
ち
づ
く
り
型
）」
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
こ
の
補
助
金
を
使
っ

て
平
成
29
年
度
に
実
施
さ
れ
た
事

業
の
内
容
や
効
果
な
ど
を
広
く
市

民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
、
補
助
金
の
交
付
を
受
け

た
団
体
が
事
業
報
告
を
行
い
ま
す
。

と
き　
５
月
22
日
㈫
午
後
１
時
30

分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
市
役
所

�
自
治
協
働
課事

業
所

中
小
企
業
等
経
営
基
盤

支
援
補
助
金

対
象　
市
内
で
同
一
の
事
業
を
６

か
月
以
上
営
む
事
業
者

内
容　
経
営
に
資
す
る
国
家
資
格

な
ど
の
取
得
に
要
し
た
費
用
、
研

究
機
関
を
活
用
し
た
新
商
品
の
開

発
や
検
査
に
要
す
る
費
用
、
産
業

財
産
権
の
出
願
・
取
得
に
要
し
た

費
用
な
ど
の
補
助

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

�
産
業
観
光
課

事業所高齢者 障がい者 協 働就労

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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お
知
ら
せ

市
長
と
の
お
し
ゃ
べ
り
集
会

　
昨
年
度
の
全
小
学
校
区
で
の
開

催
に
続
き
、
今
年
度
は
中
学
校
区

ご
と
に
、
市
長
と
の
直
接
対
話
を

実
施
し
ま
す
。
順
次
、
開
催
校
区

と
日
時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

校
区　
美
加
の
台
中
学
校
区

と
き　
５
月
30
日
㈬
午
後
７
時
～

８
時

と
こ
ろ　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

さ
く
ら
（
美
加
の
台
小
学
校
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
へ
の

事
後
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

�
広
報
広
聴
課

市
役
所
の
食
堂
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
社
会
福
祉
法
人
ぬ
く
も
り
が
運

営
し
、カ
レ
ー
や
麺
類
、丼
物
、日

替
ラ
ン
チ
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

と
き　
６
月
１
日
㈮
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
市
役
所
１
階

営
業
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
５

時
（
休
庁
日
を
除
く
）

※
オ
ー
プ
ン
日
は
運
営
者
に
よ
る

工
事
の
進
捗
状
況
で
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

�
資
産
活
用
課

市
役
所
で
ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施

　
市
役
所
で
は
夏
季
の
冷
房
温
度

を
28
度
に
設
定
し
ま
す
。
こ
れ
に

と
も
な
い
、
市
職
員
に
、
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
の
信
用
と
品
位
を

損
な
わ
な
い
軽
装
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）

で
の
業
務
を
推
奨
し
ま
す
の
で
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　
５
月
～
10
月
末

�
環
境
政
策
課

上
原
・
高
向
地
区
で

ま
ち
づ
く
り
が
は
じ
ま
る

　
４
月
７
日
、
上
原
・
高
向
土
地

区
画
整
理
準
備
組
合
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
同
組
合
は
大
阪
外
環
状

線
沿
道
地
域
の
計
画
的
で
良
好
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
土
地
区
画

整
理
事
業
の
実
施
に
向
け
た
検
討

を
行
う
組
織
で
す
。
今
後
、
民
間

企
業
や
市
と
連
携
し
、
地
権
者
同

士
の
合
意
形
成
や
企
業
誘
致
な
ど

を
進
め
ま
す
。
こ
の
事
業
に
よ
り
、

雇
用
創
出
や
交
流
人
口
の
増
加
な

ど
、
ま
ち
の
活
力
を
生
み
出
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

�
都
市
創
生
課

空
き
家
の
有
効
活
用
を

　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
と

し
て
空
き
家
を
改
修
し
事
業
を
実

施
す
る
団
体
に
、
補
助
金
を
支
給

す
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
拠
点

改
修
補
助
制
度
」
を
新
設
し
ま
す
。

対
象
事
業　
非
営
利
目
的
と
し
て

事
業
を
実
施
す
る
５
人
以
上
の
構

成
員
が
い
る
団
体
で
、
事
業
内
容

が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の

①
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生

②
地
域
福
祉
活
動
の
活
性
化

③
そ
の
他
地
域
課
題
の
解
決

対
象
建
築
物　
市
内
の
空
き
家
で
、

登
記
物
件
で
あ
る
こ
と
な
ど

補
助
額　
補
助
対
象
費
用
の
３
分

の
２
（
上
限
額
１
０
０
万
円
）

対
象
工
事　
水
回
り
、
電
気
ガ
ス

設
備
、
外
装
、
内
装
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
改
修
工
事
な
ど

受
付
期
間　
６
月
１
日
㈮
～
８
月

31
日
㈮
（
受
付
後
に
選
考
あ
り
）

※
工
事
に
着
手
す
る
前
に
申
請
が

必
要
で
、
補
助
対
象
工
事
が
完
了

し
て
か
ら
10
年
間
は
事
業
を
継
続

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
▽
要
件
な

ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

�
都
市
創
生
課

ウ
メ
、
モ
モ
な
ど
の
樹
木
調
査

　

市
内
で
ウ
メ
輪り

ん

紋も
ん

病び
ょ
うに
感
染
し

た
植
物
が
多
く
発
見
さ
れ
た
た
め
、

次
の
地
域
と
そ
の
周
辺
で
ウ
メ
や
モ

モ
な
ど
の
樹
木
を
調
査
し
ま
す
。
国

の
職
員
や
府
が
委
託
し
た
調
査
員

が
身
分
証
を
携
帯
し
調
査
を
行
い

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
地
域　
市
町
、
木
戸
、
木
戸

町
の
一
部
、
木
戸
東
町
、
楠
町
西
、

楠
町
東
、
汐
の
宮
町
、
千
代
田
南

町
、
松
ケ
丘
東
町
、
松
ケ
丘
中
町

と
き　
５
月
か
ら
８
月
ま
で

※
対
象
地
域
で
ウ
メ
や
モ
モ
の
苗

や
葉
な
ど
の
持
ち
出
し
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
▽
葉
を
数
枚
採
取
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
▽
人
や
動
物

へ
は
感
染
せ
ず
感
染
樹
の
果
実
を

食
べ
て
も
健
康
に
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
▽
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

�
神
戸
植
物
防
疫
所
大
阪
支
所

（
☎
06
・
６
５
７
１
・
０
８
０
４
）、

府
農
政
室
病
害
虫
防
除
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
７
２
・
９
５
７
・
０
５
２
０
）

工
業
統
計
調
査
に
協
力
を

　
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象

に
、
生
産
活
動
な
ど
に
つ
い
て
統

計
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査
結
果

は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な

ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ

れ
ま
す
。
５
月
上
旬
以
降
、
府
知

事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が
各

事
業
所
を
訪
問
し
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
情
報
セ
ン
タ
ー

生
産
緑
地
地
区
の
追
加
指
定
に

関
す
る
相
談
を
受
付

　
市
街
化
区
域
内
の
農
地
な
ど
に

つ
い
て
、
生
産
緑
地
地
区
の
追
加

指
定
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。
指
定
に
は
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
希
望
す
る
人
は
必
ず
相

談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　
５
月
７
日
㈪
～
31
日
㈭

と
こ
ろ　
市
役
所（
都
市
創
生
課
）

※
相
談
地
の
地
番
、
位
置
、
面
積
、

現
地
の
状
況
な
ど
を
確
認
で
き
る

資
料
が
あ
れ
ば
ご
持
参
く
だ
さ
い

▽
基
準
に
該
当
す
る
場
合
は
後
日

正
式
な
申
し
出
書
類
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
▽
一
度
指
定
を
受

け
る
と
30
年
間
は
農
地
な
ど
と
し

て
適
正
な
管
理
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
が
、
税
制
上
の
優
遇
措
置
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
都
市
創
生
課

お
知
ら
せ

講
演・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

南花台地区「丘の生活拠点」に関するまちづくり
関西大学・ＵＲと連携協定を締結

　2 月 20 日、関西大学・ＵＲ都市機構・本市の３者で、
南花台地区「丘の生活拠点」に関するまちづくり連携協
定を締結しました。今後は、安心・安全・快適に住み続
けられる都市基盤の形成、住民が健康でいきいきと暮ら
すための多様な連携と支え合いの仕組み構築、多世代に
よる生きがいづくりの取り組みなどを連携して進めます。

南花台みんなの未来予想図
“バージョン１”が完成

　市では、関西大学などと連携し、南花台地域の住民へ
のヒアリングやワークショップなどを通じて、南花台の
将来のまちづくりに向けた意見を集め、「南花台の未来予
想図づくり」に取り組んでいます。
　このたび、第１弾となる未来予想図（右図）がまとま
りました。詳細はコノミヤテラス（コノミヤ南花台店２階）
と市ホームページで閲覧できます。今後も意見収集を継
続し、改訂を重ねていきます。
�政策企画課

▲多世代が集える広場のイメージスケッチ

▲住民主体のマルシェ開催など

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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赤
十
字
募
金
運
動
に
協
力
を　

　
今
年
も
全
国
一
斉
に
赤
十
字
募

金
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
日
赤

河
内
長
野
市
地
区
が
自
治
会
、

小
・
中
学
校
、
幼
稚
園
、
法
人
な

ど
に
募
金
協
力
を
依
頼
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間　
６
月
29
日
㈮
ま
で

受
付
場
所　
社
会
福
祉
協
議
会
、市

役
所
（
い
き
い
き
高
齢
・
福
祉
課
）

募
金
の
使
途　
自
然
災
害
や
紛
争

に
よ
る
被
災
者
・
難
民
へ
の
救
援

活
動
や
救
援
物
資
の
配
付
、
災
害

救
護
体
制
の
充
実
・
強
化
な
ど

�
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
65
・
０
１
３
３
）

講
演
・
講
座

古
文
書
講
座

「
初
歩
の
初
歩
」

　
市
内
に
伝
わ
る
古
文
書
を
使
っ

て
、
初
め
て
の
人
に
も
分
か
り
や

す
く
読
み
方
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

と
き　
５
月
16
日
㈬
・
30
日
㈬
、６

月
13
日
㈬
（
３
回
シ
リ
ー
ズ
）
▽

い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
70
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
５
月
８
日
か
ら
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、
ふ
り

が
な
、
年
齢
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
、
講

座
名
を
記
入
）
で
図
書
館
（
受
付

は
午
前
９
時
30
分
～
午
後
８
時
）へ

�
図
書
館

（
☎
52
・
４
３
８
４
、�
52
・
６
９
９
６
）

消
費
者
月
間
講
演
会

■
地
球
と
の
つ
き
あ
い
方
～
私
た

ち
の
生
活
を
考
え
直
す
～

　
環
境
と
調
和
し
た
持
続
可
能
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
学
び
ま
す
。

と
き　
５
月
29
日
㈫
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　
ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
ノ

バ
テ
ィ
な
が
の
南
館
内
）

定
員　
70
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
５
月
７
日
か
ら
電
話

で
か
わ
ち
な
が
の
消
費
者
協
会
へ

�
同
協
会
（
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

内
、
☎
56
・
２
３
６
０
）

く
ろ
ま
ろ
塾
本
部
講
座

①
大
学
連
携
講
座
～
桃
山
学
院
大

学
編
～
「
現
代
の
社
会
問
題
に
つ

い
て
考
え
る
」

と
き
・
内
容　
①
５
月
29
日
㈫
＝

デ
ー
タ
か
ら
見
る
家
族
像
・
家
族

観
の
変
化
、
②
６
月
６
日
㈬
＝
現

代
日
本
の
貧
困
問
題
、
③
６
月
14

日
㈭
＝
若
者
の
モ
ラ
ル
は
悪
化
し

て
い
る
の
か
？
、
④
６
月
21
日
㈭

＝
な
ぜ
若
年
雇
用
は
不
安
定
化
し

た
の
か
～
実
態
と
背
景
～
、
⑤
７

月
10
日
㈫
＝
「
働
き
方
改
革
」
は

な
ぜ
必
要
な
の
か
？
▽
時
間
は
い

ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
各
１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
各
回
５
０
０
円

②
医
療
連
携
講
座
「
乳
腺
の
病
気

に
つ
い
て
市
内
唯
一
の
乳
腺
専
門

医
に
何
で
も
聞
こ
う
！
」

　
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
の

田
中
覚さ

と
るさ

ん
が
お
話
し
ま
す
。

と
き　
６
月
15
日
㈮
午
後
２
時
～

３
時
30
分

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

定
員　
２
８
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
①
②
と
も
５
月
５
日
か

ら
電
話
で
く
ろ
ま
ろ
塾
へ
▽
キ
ッ
ク

ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
し
込
み
可

�
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
１
）

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
講
習
会

■
夏
色
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

と
き　
５
月
30
日
㈬
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
寺
ケ
池
公
園
管
理
事
務
所

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

材
料
費　
２
０
０
０
円

申
し
込
み　
５
月
７
日
～
18
日
に

電
話
で
公
園
緑
化
協
会
へ

�
（
公
財
）
公
園
緑
化
協
会

（
☎
56
・
１
１
５
５
）

福
祉
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会

　
集
い
の
場
を
盛
り
上
げ
る
ゲ
ー

ム
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
学
び
ま
す
。

と
き　
５
月
31
日
㈭
①
午
前
10
時

～
正
午
、
②
午
後
１
時
～
３
時

と
こ
ろ　
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

定
員　
各
50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
５
月
７
日
か
ら
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
（
希
望
の
時
間
を
記

入
）
で
社
会
福
祉
協
議
会
へ

�
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
65
・
０
１
３
３
、�
65
・
０
１
４
３
）

日
本
舞
踊
体
験
教
室

　
文
化
庁
の
補
助
対
象
事
業
で
す
。

対
象　
３
歳
～
小
学
４
年
生

と
き　
平
成
31
年
１
月
27
日
ま
で
の

日
曜
日
の
う
ち
14
回
▽
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
日
本
舞
踊
教
室（
楠
町
西
）

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

花
柳
さ
ん
へ

�
花
柳
さ
ん（
☎
�
53
・
３
９
５
２
）

お
知
ら
せ

講
演・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

　
ノ
コ
ギ
リ
な
ど
を
使
っ
て
間
伐

作
業
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
者
の
成

人
で
森
林
に
興
味
を
持
つ
人

と
き
・
と
こ
ろ　
①
６
月
16
日
㈯

午
前
８
時
30
分
～
正
午
＝
美
加
の

台
の
竹
林
、
②
７
月
21
日
㈯
午
前

８
時
30
分
～
正
午
＝
岩
湧
の
森
、

③
８
月
18
日
㈯
午
前
８
時
30
分
～

正
午
＝
美
加
の
台
第
10
号
緑
地
▽

雨
天
の
場
合
は
翌
日
の
日
曜
日

定
員　
各
日
10
人
程
度

申
し
込
み　
開
催
月
の
前
月
末
ま

で
に
メ
ー
ル（fva@

tm
olus.jp

）

で
ト
モ
ロ
ス
事
務
局
へ

�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ト
モ
ロ
ス
事
務
局（
☎
０
８
０・

４
４
９
７
・
５
３
４
２
）

木
の
香
る
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク

と
き　
６
月
24
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時

定
員　
12
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
７
０
０
０
円

申
し
込
み　
５
月
８
日
か
ら
電
話

か
電
子
メ
ー
ル
（kinkonkan@

sinrin.org

▽
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
催
し
名
を
記
入
）

で
木き

ん

根こ
ん

館か
ん

へ

▷
ラ
ッ
ク
の
大
き
さ
は
高
さ
65
㌢

×
横
幅
68
㌢
×
奥
行
き
27
㌢

�
木
根
館
（
☎
64
・
８
１
５
１
）

展
示
・
催
し

習
作
展

　
「
母
の
す
が
た
」を
テ
ー
マ
に
、毛

筆
、
篆て

ん

刻こ
く

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　
5
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
5
時
（
20
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

�
な
ご
み
会
の
土
井
さ
ん

（
☎
53
・
２
９
６
７
）

春
季
「
書
・
篆
刻
展
」

　
書
、
画
、
篆て

ん

刻こ
く

、
版
画
、
俳
画

作
品
を
展
示
し
ま
す
。
期
間
中
は

カ
ン
タ
ン
篆
刻
教
室
と
書
道
教
室

も
開
催
し
ま
す
。

と
き　
６
月
１
日
㈮
～
３
日
㈰
午

公民館 教室名 とき 定員
（先着順）

申込開始日
（電話で受付）

天野公民館
（☎55 -6191）

悪質商法撃退マニュアル
～手口を知ってだまされない！～

6月6日㈬
午前10時～11時15分 25人 5月8日～

天見公民館
（☎63-4074）

天見の里山散策
～天見の初夏を感じながら歩こう！～

5月24日㈭
午後1時～4時 10人 ５月５日～

加賀田公民館
（☎62 -2116）

童謡のふるさと奥河内
～童謡をみなで歌って魅力再発見！～

５月19日㈯
午前10時～正午 35人 ５月５日～

脳と体を健やかに！
～いきいき脳活エクササイズ～

５月29日㈫
午後２時～３時 20人 ５月８日～

笑って笑って
～笑いヨガしましょ！～

６月５日㈫
午後２時～３時30分 20人 ５月９日～

川上公民館
（☎65-1612）

野草を知る～ミニフィールドワークと
野草にまつわるお話～

5月23日㈬
午前9時30分～11時15分 15人 ５月6日～

高向公民館
（☎54-4548）

知る・見る・ホタル
～高向周辺でホタルを観察しよう～

6月6日㈬
午後７時～９時 30人 ５月10日～

南花台公民館
（☎63 -1131）

カメラレッスン
～花の文化園で実技指導～

6月3日㈰午前9時30分～11
時30分＝実技、午後1時30分
～3時＝撮影写真についてア
ドバイス（午前のみの参加可）

10人 ５月5日～

※公民館のホームページ（左上ＱＲコード参照）などで、対象や費用を確認のうえ、お申し込みください。

気
軽
に
参
加
し
て
み
よ
う

公
民
館
の
講
座
や
教
室

前
10
時
～
午
後
６
時
▽
３
日

の
み
午
後
５
時
ま
で

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

※
出
品
作
品
も
募
集
し
ま
す

▽
１
点
に
つ
き
１
０
０
０
円

必
要
（
書
法
篆
刻
協
会
員
は

年
会
費
を
充
当
）。

�
書
法
篆
刻
協
会
の
丹た

ん

下げ

さ

ん
（
☎
53
・
０
７
０
６
）

し
ょ
う
ぶ
湯
を
実
施

　
端
午
の
節
句
に
入
る
と
邪

気
を
払
う
と
い
わ
れ
る
し
ょ

う
ぶ
湯
は
体
を
温
め
る
作
用

が
あ
り
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
60
歳
以

上
の
人
、障
が
い
者
手
帳
所
持

者
、母
子
家
庭
の
母
と
子
ど
も

※
初
め
て
利
用
す
る
人
は
利

用
証
を
発
行
し
ま
す
の
で
、

免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
が

で
き
る
書
類
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

と
き　
５
月
９
日
㈬
午
前
11

時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦

渓
苑
、
あ
や
た
ホ
ー
ル
、
く

す
の
か
ホ
ー
ル

入
浴
料　
１
０
０
円

�
福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

（
☎
65
・
０
１
２
３
）

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
歴
史
体
験

■
古
代
人
に
な
り
き
っ
て
コ
ス
プ

レ
！
何
が
釣
れ
る
か
な
？
歴
史
釣
堀

と
き　
５
月
６
日
㈰
ま
で
（
受
付

時
間
は
午
前
９
時
30
分
～
11
時
と

午
後
１
時
～
４
時
）

と
こ
ろ　
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館

（
☎
64
・
１
５
６
０
）

岩
湧
の
森
四
季
彩
館
の
催
し

■
森
の
カ
フ
ェ
～
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
と

新
緑
～

と
き　
５
月
５
日
㈷
・
６
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
岩
湧
の
森
四
季
彩
館

料
金　
２
５
０
円
（
飲
み
物
と
ク

ッ
キ
ー
）

定
員　
２
０
０
人

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

■
七
ツ
道
め
ぐ
り

　
岩
湧
の
森
の
７
つ
の
登
山
道
を
す

べ
て
歩
く
と
完
歩
証
を
進
呈
し
ま
す
。

期
間　
11
月
30
日
㈮
ま
で

と
こ
ろ　
岩
湧
の
森
四
季
彩
館

※
期
間
中
に
直
接
会
場
へ
▽
小
学

生
以
下
の
参
加
は
保
護
者
同
伴
で

▽
記
念
缶
バ
ッ
ジ
（
１
０
０
円
）

も
あ
り
ま
す
。

■
自
然
観
察
会

　
講
師
を
招
き
、
四
季
彩
館
周
辺

で
自
然
観
察
を
行
い
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
で
）

と
き　
５
月
13
日
㈰
午
後
１
時
30

延
命
寺
周
辺
で
初
夏
の

バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

対
象　
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は

保
護
者
同
伴
で
）

と
き　
５
月
12
日
㈯
午
前
９
時
～

午
後
３
時
（
雨
天
中
止
）

コ
ー
ス　
三
日
市
町
駅
改
札
前
に

集
合
～
奥
河
内
も
み
じ
公
園（
延
命

寺
地
区
）
～
千
早
口
駅
（
約
６
㌔
）

※
当
日
直
接
集
合
場
所
へ

持
ち
物　
弁
当
、
飲
み
物
、
双
眼

鏡
、
筆
記
用
具
、
虫
よ
け
な
ど
▽

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

�
長
野
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
62
・
２
７
７
２
）

分
～
３
時
30
分
▽
荒
天
中
止

と
こ
ろ　
岩
湧
の
森
四
季
彩
館

定
員　
20
人
（
抽
選
）

参
加
費　
５
０
０
円
（
小
学
生
は

３
０
０
円
）

申
し
込
み　
電
子
メ
ー
ル
（iw

a
w

akinom
ori@

gm
ail.com

）

に
代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年

齢
を
記
入
し
て
５
月
９
日（
必
着
）

ま
で
に
同
館
へ

�
岩
湧
の
森
四
季
彩
館

（
☎
�
63
・
５
９
８
６
）

え
ぼ
し
が
た
公
園
自
然
観
察
会

■
わ
か
ば
の
森
で
虫
さ
が
し

と
き　
５
月
20
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午
（
小
雨
決
行
）

集
合　
烏
帽
子
形
公
園
プ
ー
ル
横

東
屋
付
近

保
険
代　
大
人
３
０
０
円
、
子
ど

も
２
０
０
円
（
家
族
３
人
以
上
は

全
員
で
５
０
０
円
）

持
ち
物　
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
筆
記

用
具
、
あ
れ
ば
ル
ー
ペ
・
図
鑑
な
ど

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
長
袖
・
長

ズ
ボ
ン
・
運
動
靴
で
参
加
を
▽
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
▽
団

体
で
の
参
加
は
事
前
に
相
談
を
。

�
大
阪
自
然
環
境
保
全
協
会
の
田

原
さ
ん
（
☎
63
・
１
６
９
２
）

旧
三
日
市
交
番
春
期
特
別
開
館

■
お
お
さ
か
の
お
ま
わ
り
さ
ん
ず
か
ん

　

警
察
の
仕
事
や
乗
り
物
な
ど
を

子
ど
も
向
け
の
内
容
で
紹
介
し
ま
す
。

と
き　
５
月
12
日
㈯
～
20
日
㈰

■
警
察
官
の
制
服
を
着
て
白
バ
イ

と
写
真
を
撮
ろ
う
！

と
き　
５
月
12
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午
（
雨
天
の
場
合
は
パ
ト
カ
ー

と
の
写
真
撮
影
）

�
ふ
る
さ
と
文
化
財
課

女
子

サ
イ
ク
リ
ン
グ

対
象　
ス
ポ
ー
ツ
タ
イ
プ
の
自
転

車
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
興
味
の
あ

る
女
性
（
初
心
者
歓
迎
）

と
き　
①
５
月
15
日
㈫
、
②
６
月

20
日
㈬
午
前
９
時
～
午
後
１
時

集
合　
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷

定
員　
各
５
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円
（
自
転
車
と

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
レ
ン
タ
ル
す
る
場

合
は
別
途
１
０
０
０
円
が
必
要
）

申
し
込
み　
①
②
い
ず
れ
も
５
月

７
日
か
ら
電
話
で
農
林
課
へ

�
農
林
課

お
知
ら
せ

講
演・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

図書館だより
☎52-6933 開館時間：午前９時30分～午後８時
インターネット予約もできますご利用ください

■利用者カードの更新手続きを忘れずに
図書館利用者カードの有効期間は発行日から 10
年です。更新手続きには、住所・氏名が確認で
きるものなどが必要です。詳しくは問い合わせを。
■休館日　５月７日㈪・14日㈪・21日㈪・　
　28日㈪・６月４日㈪
■新刊図書の紹介
◎児童書　バナナおいしくなーれ　矢野アケミ
　　　　　魔女バジルと魔法の剣

つるぎ

　茂
も

市
いち

久美子
◎一般書　青空と逃げる　辻

つじ

村
むら

深
み

月
づき

　　　
　　　　　湖畔の愛　町田康

こ う

◎その他　四季を楽しむミニ盆栽　橋口リカ
　　　     幕末史かく流れゆく　中村彰彦

■自動車文庫巡回表（５月１日～６月4日）
巡回日 巡回時間 場　　所

５ 月 ８ 日 ㈫
５月 22 日 ㈫

13:35～14:15 南ケ丘自治会館横
14:30～15:10 大矢船幼稚園北
15:30～16:30 美加の台第２公園

５ 月 ９ 日 ㈬
５月 23 日 ㈬

13:30～14:10 柳風台第２公園
14:25～15:05 松ケ丘公民館横空地
15:25～16:25 桐ケ丘第２公園

５月 10 日㈭
５月 24 日㈭

13:35～14:25 南花台ＵＲ団地集会所裏
14:40～15:20 楠ケ丘児童公園
15:40～16:30 旭ケ丘バス方転地

５ 月 11 日 ㈮
５月 25 日 ㈮

13:15～14:15 福祉センター錦渓苑
14:30～15:10 楠台第２公園（東中正門前）
15:25～16:05 清見台２丁目児童公園

５ 月 １ 日 ㈫
５ 月 15 日 ㈫
５月 29 日 ㈫

13:30～14:10 北貴望ケ丘バス方転地
14:30～15:10 荘園町第３公園
15:30～16:30 緑ケ丘中第１公園

５ 月 ２ 日 ㈬
５ 月 16 日 ㈬
５月 30 日 ㈬

13:45～14:15 天見出合橋空地
14:40～15:40 北青葉台中央公園
15:55～16:25 南青葉台公園

５ 月 ３ 日 ㈷
５ 月 17 日 ㈭
５ 月 31 日 ㈭

13:30～14:10 千代田南中央公園
14:25～15:05 市町千代田神社
15:20～16:20 木戸住宅４棟前

５ 月 ４ 日 ㈷
５ 月 18 日 ㈮
６ 月 １ 日 ㈮

13:15～14:15 福祉センター錦渓苑
14:25～15:05 大師町集会所前
15:20～16:00 清見台第２公園

※５月４日㈷は福祉センター錦渓苑が休館日
のため同施設への巡回は休止します。

笑顔
市民まつり

みんな
河内長野 市民まつり

５月 13 日㈰午前 10 時～午後４時 30 分
赤峰市民広場で開催

�市民まつり実行委員会事務局（自治協働課内）
※当日開催の有無は☎ 0180-99-3939( 午前８時～正午 ) で確認を。

会場へは無料バスのご利用を
　当日は河内長野駅、千代田駅、三日市町駅か
ら会場まで無料シャトルバスを運行します（始
発は午前９時30分ごろ）。
※会場には駐車場がありません▷周辺道路も全
面駐車禁止です▷車での来場はご遠慮ください
▷周辺住宅地内への車の進入・通り抜け・駐車
も住民のみなさんの迷惑になりますのでご遠慮
ください。

◎
模
擬
店
＝
食
品
、
物
販
模
擬
店
、
展
示
啓
発
コ
ー
ナ
ー
な
ど

◎
ス
テ
ー
ジ
＝
音
楽
演
奏
、
和
太
鼓
、
ダ
ン
ス
、
伝
統
芸
能
な
ど

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
、変
わ
り
種
自
転
車
、手

作
り
お
も
ち
ゃ
、
昔
遊
び
、
ス
ケ
ボ
ー
体
験
、
移
動
動
物
園
な
ど

◎
エ
コ
へ
の
取
り
組
み
＝
ご
み
持
ち
帰
り
宣
言
な
ど

◎
冒
険
・
自
然
エ
リ
ア
＝
モ
ン
キ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、
丸
太
コ
ン
ロ
の

実
演
、
竹
と
ん
ぼ
つ
く
り
、
自
然
を
テ
ー
マ
に
し
た
楽
器
な
ど

◎
実
行
委
員
会
企
画
＝
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
似
顔
絵
、
ち
ん
ど

ん
屋
さ
ん
の
出
演
な
ど

◎
消
防
フ
ェ
ア
（
当
日
午
前
10
時
～
正
午
に
消
防
本
部
敷
地
内

で
開
催
）
＝
キ
ッ
ズ
向
け
放
水
、
ロ
ー
プ
渡
り
、
は
し
ご
車
の

試
乗(

幼
稚
園
以
上
に
整
理
券
を
配
布
し
抽
選
、
１
回
目
午
前

10
時
～
、
２
回
目
午
前
11
時
～)

な
ど
の
体
験

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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く
ろ
ま
ろ
フ
ァ
ー
ム
収
穫
体
験

　
市
内
の
農
家
が
愛
情
た
っ
ぷ
り

に
育
て
た
タ
マ
ネ
ギ
と
じ
ゃ
が
い

も
を
収
穫
し
ま
せ
ん
か
。

と
き　
５
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰
・

26
日
㈯
・
27
日
㈰
▽
受
付
は
午
前

10
時
～
11
時
30
分
、
午
後
１
時
～

２
時
30
分

と
こ
ろ　
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷

定
員　
50
組
（
先
着
順
）

参
加
費　
１
セ
ッ
ト
８
０
０
円（
じ

ゃ
が
い
も
２
株
と
タ
マ
ネ
ギ
１
袋

つ
め
放
題
３
㌔
㌘
程
度
）

申
し
込
み　
各
実
施
日
の
３
日
前

ま
で
に
電
話
か
メ
ー
ル
（nourin

@
city.kaw

achinagano.lg.jp

▽
氏
名
、
電
話
番
号
、
住
所
、
参

加
日
時
、
セ
ッ
ト
数
を
記
入
）
で

農
林
課
へ
▽
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
申
し
込
み
可
。

�
農
林
課　

く
ろ
ま
ろ
軽
ト
ラ
市

　
市
内
の
若
手
農
業
者
が
季
節
の

農
産
物
を
販
売
し
ま
す
。

と
き　
５
月
20
日
㈰
午
前
９
時
30

分
～
正
午
▽
荒
天
中
止

と
こ
ろ　
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷

※
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

�
農
林
課

く
ろ
ま
ろ
の
郷
農
園
部

季
節
の
野
菜
の
植
え
付
け
体
験

　
ピ
ー
マ
ン
の
苗
の
植
え
付
け
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
５
月
27
日
㈰
午
前
10
時
～

▽
荒
天
中
止

場
所　
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
交

流
農
園
（
花
の
文
化
園
の
前
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
苗
が
な
く

な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
▽
汚

れ
て
も
い
い
服
装
で
参
加
を
。

�
農
林
課

新
緑
の
ウ
オ
ー
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
共
に

①
丁ち

ょ
う

石せ
き

地
蔵
が
招
く
西
国
４
番
札

所
施
福
寺
へ

と
き　
５
月
18
日
㈮
午
前
９
時
50

分
～
午
後
２
時

コ
ー
ス　
滝
畑
ダ
ム
サ
イ
ト
～
塩

降
ト
ン
ネ
ル
～
施
福
寺
～
番
屋
峠

～
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ト
レ
ー
ル
～
滝
畑

レ
ス
ト
ラ
ン
（
約
７
㌔
健
脚
向
け
）

定
員　
25
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
３
０
０
円（
保
険
代
込
）

②
卯
の
花
を
訪
ね
て
竹
ノ
タ
ワ
へ

と
き　
５
月
25
日
㈮
午
前
９
時
～

午
後
１
時

コ
ー
ス　
天
見
駅
～
竹
ノ
タ
ワ
～

行
司
河
原
～
伝
・
大
江
時
親
邸
跡

～
神
納
（
約
６
㌔
）

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

参
加
費　
３
０
０
円（
保
険
代
込
）

申
し
込
み　
①
５
月
７
日
か
ら
、

②
５
月
10
日
か
ら
、
電
話
で
河
内

長
野
駅
前
観
光
案
内
所
（
午
前
９

時
～
午
後
４
時
▽
第
２
水
曜
日
は

休
館
）
へ

�
か
わ
ち
な
が
の
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
倶
楽
部
（
☎
55
・
０
１
０
０
）

モ
ッ
ク
ル
ウ
オ
ー
ク

と
き　
6
月
2
日
㈯
午
前
10
時
～

10
時
30
分
に
三
日
市
町
駅
で
受
付

コ
ー
ス　
三
日
市
町
駅
～
花
の
文

化
園
～
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
～

天
野
山
金
剛
寺
～
天
野
酒
酒
蔵（
ゴ

ー
ル
）
～
河
内
長
野
駅
（
約
12
㌔
）

※
ゴ
ー
ル
で
抽
選
会
を
開
催
▽
雨

天
決
行
・
荒
天
中
止
▽
開
催
の
有

無
は
当
日
午
前
６
時
以
降
に
南
海

電
鉄
ハ
イ
キ
ン
グ
開
催
・
中
止
案

内
（
☎
06
・
６
６
４
４
・
７
２
０

５
）
へ
。

�
南
海
テ
レ
ホ
ン
セ
ン
タ
ー

（
☎
06
・
６
６
４
３
・
１
０
０
５
）

に
ぎ
わ
い
寄
席

■
笑し

ょ
う

福ふ
く

亭て
い

遊ゆ
う

喬き
ょ
うさ
ん
ら
に
よ
る
落

語
会

と
き　
６
月
２
日
㈯
午
後
１
時
30

分
～

と
こ
ろ　
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
座
（
長

野
商
店
街
内
）

参
加
費　
１
０
０
０
円

�
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
座

（
☎
26
・
７
８
５
８
）

ア
ー
ト
の
森
〜
創
作
ひ
ろ
ば
〜

　
滝
畑
の
自
然
を
感
じ
な
が
ら
、

思
い
思
い
に
絵
画
や
造
形
創
作
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
６
月
９
日
㈯
・
10
日
㈰
・

16
日
㈯
・
17
日
㈰
▽
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
10
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
滝
畑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

定
員　
各
日
20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
幼
児
～
中
学
生
＝
１
日

５
０
０
円
、
高
校
生
以
上
＝
１
日

１
０
０
０
円

※
絵
具
な
ど
は
各
自
で
用
意
▽
希

望
者
に
は
七
宝
焼
の
講
習
あ
り

（
別
途
材
料
費
６
０
０
円
が
必
要
）。

申
し
込
み　
５
月
７
日
か
ら
電
話

で
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

�
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ス
ポ
ー
ツ

ラ
グ
ビ
ー
フ
ェ
ス
タ

と
き　
５
月
27
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
下
里
運
動
公
園

①
ラ
グ
ビ
ー
体
験
イ
ベ
ン
ト
・
小

学
生
に
よ
る
試
合
（
午
前
10
時
～
）

対
象　
5
歳
児
～
小
学
生
（
動
き

や
す
い
服
装
で
参
加
を
）

②
メ
イ
ン
ゲ
ー
ム
大
阪
体
育
大
学

VS
摂
南
大
学
（
午
後
０
時
30
分
～
）

※
い
ず
れ
も
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
福
本
さ
ん

（
☎
52
・
５
３
０
８
）

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

交
流
大
会

対
象　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協

会
登
録
者
（
当
日
登
録
可
▽
登
録

料
１
０
０
円
）

と
き　
５
月
25
日
㈮
午
前
９
時
～

（
予
備
日
６
月
１
日
）

と
こ
ろ　
大
師
総
合
運
動
場

参
加
費　
６
０
０
円

申
し
込
み　
５
月
12
日
ま
で
に
市

民
総
合
体
育
館
へ
（
電
話
不
可
）

�
同
協
会
の
松
枝
さ
ん

（
☎
53
・
８
４
３
０
）

お
知
ら
せ

講
演・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

■居合道大会
対象　中学生以上の市内在住・
在学・在勤者および団体登録者
とき　6 月 24 日㈰午前 9 時～
ところ　武道館
部門　演武の部、体験の部
定員　60 人（先着順）
申し込み　6 月 20 日までに赤峰
市民広場管理棟郵便ポストへ
�居合道連盟の古川さん

（☎ 090-6377-2674）

■市民少林寺拳法大会
対象　市内在住の小学生
とき　5 月 20 日㈰午前９時～
ところ　市民総合体育館
種別　乱捕・組演武
申し込み　5 月 15 日㈫までに電
話で西光さんへ
�少林寺拳法協会の西

さ い

光
こ う

さん
（☎ 090-8533-7622）

■バトントワーリング大会
とき　6 月 2 日㈯午前９時～
ところ　市民総合体育館
種目　ソロトワール、トゥーバ
トン、スリーバトン、ソロスト
ラット、ダンストワール、ペア
申し込み　５月 15 日までに赤峰
市民広場管理棟郵便ポストまた
は電話かファクスで中岡さんへ
�バトントワーリング連盟の
中岡さん（☎ 090-9622-5351、
� 54-4758）

■市民剣道大会
対象　小学 2 年生以上の市内在
住・在学・在勤者
とき　6 月 17 日㈰午前９時～
ところ　市民総合体育館
種別　小学２～６年生・中学１～
３年生・高校生男女、一般の各部
参加費　500 円（当日徴収）
申し込み　5月20日までに文化・
スポーツ振興課、赤峰市民広場、
市民総合体育館のいずれかへ
�剣道連盟の小田さん

（☎ 72-1933）

■卓球大会
対象　小学生以上の市内在住・
在学・在勤者など（小中学生は
保護者・顧問の許可が必要）
とき　6 月３日㈰午前９時～
ところ　市民総合体育館
種別　男女団体戦・個人戦、ふ
れあいの部（身体障がい者・初
心者・新人・満 65 歳以上）、お
楽しみの部
参 加 費　 男 女 団 体 戦 ＝ 1 チ ー
ム 1000 円、個人戦など＝ 1 人
600 円（小中学生は半額）
申し込み　5月23日までに文化・
スポーツ振興課、赤峰市民広場、
市民総合体育館のいずれかへ
�卓球連盟の森さん

（☎ 53-2690）

■ソフトテニス大会
対象　高校生以上の市内在住・
在学・在勤者
とき　６月 3 日㈰（予備日 10 日）
▷時間はいずれも午前９時～
種別　高校生・一般・シニア（45
歳以上、55 歳以上）男女の各部
ところ　寺ケ池公園庭球場
申し込み　５月 24 日までに電話
かファクスで上之園さんへ
�ソフトテニス連盟の上

か み

之
の

薗
そ の

さん
（☎ 090-3713-8509、� 26-7229）

■ペタンク大会
対象　小学４年生以上の市内在
住・在学・在勤者
とき　６月 16 日㈯午前９時～

（予備日 23 日）
ところ　大師総合運動場
種目　２人１組でのチーム対抗戦
定員　32 チーム（先着順）
申し込み　はがきにメンバー全
員の住所、氏名（ふりがな）、年齢、
性別、電話番号とチーム名を記
入して５月 30 日（必着）までに
ペタンク協会の前田さん（〒586-
0077 南花台５-22-21）へ
※個人での申し込みも可能です。
�ペタンク協会の田井さん

（☎ 53-7851）

◉市民スポーツ大会◉

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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お
知
ら
せ

講
演・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募　
集

相　
談

◉
編
集
後
記

▼
広
報
か
ら
異
動
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
取
材
や
撮
影
な
ど
で
た
く
さ
ん

の
人
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
伊
藤
）

▼
４
月
か
ら
広
報
を
担
当
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
（
水
上
）

▼
入
学
式
の
撮
影
で
初
々
し
い
１
年

生
の
姿
を
見
る
と
、
愛
娘
と
愛
息
の

あ
の
頃
を
思
い
出
し
、
懐
か
し
く
感

じ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
っ
と
い
う
間

に
成
長
し
て
ど
ん
ど
ん
親
離
れ
し
て

い
き
ま
す
泣
（
東
）
▼
４
月
の
は
じ

め
に
岩
湧
山
の
山
焼
き
の
取
材
へ
。

想
像
し
て
い
た
以
上
の
大
き
さ
の
炎

と
熱
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
山
焼
き
後

の
黒
く
な
っ
た
山
頂
も
ま
た
趣
が
あ

る
も
の
で
す
ね
。
記
事
は
来
月
号
に

掲
載
予
定
で
す
（
道
仙
）。

軽
ス
ポ
ー
ツ
で
楽
し
く

体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

対
象　
20
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
者

と
き　
６
月
６
日
㈬
・
13
日
㈬
午

後
０
時
30
分
～
２
時
45
分

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

内
容　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、ふ

ら
ば
～
る
、ス
ポ
ー
ツ
ビ
ン
ゴ
、イ

ン
デ
ィ
ア
カ
、チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・

ゲ
ー
ム
な
ど
の
紹
介
と
実
技

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
４
０
０
円（
初
日
に
徴
収
）

申
し
込
み　
５
月
６
日
～
24
日
に

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
（
住
所
、
氏
名
、

ふ
り
が
な
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
記
入
）
で
軽
ス
ポ
ー
ツ
協
会

の
厨ず

子し

さ
ん
へ

�
軽
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
厨
子
さ
ん

（
☎
�
63
・
０
３
３
０
）

ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
教
室

対
象　

中
学
生
以
上
の
市
内
在

住
・
在
学
・
在
勤
の
初
心
者

と
き　
６
月
６
日
㈬
・
13
日
㈬
▽

時
間
は
午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　
市
民
総
合
体
育
館

参
加
費　
各
日
３
０
０
円

持
ち
物　
上
靴
、
飲
み
物

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
動
き
や
す

い
服
装
で
参
加
を
。

�
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
連
盟
の
赤
阪

さ
ん
（
☎
65
・
０
６
６
３
）

募

　集

「
綿
の
里
親
」
登
録
者

■
綿
の
里
親
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
か
つ
て
市
域
で
盛
ん
に
生
産
さ

れ
て
い
た
河
内
木
綿
の
綿
を
育
て

て
み
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み　
５
月
５
日
～
20
日
に

電
話
で
同
館
へ
（
先
着
順
）

※
１
人
１
株
か
ら
（
要
相
談
）
▽

６
月
初
旬
に
苗
を
渡
し
、
栽
培
方

法
な
ど
説
明
し
ま
す
（
植
木
鉢
や

プ
ラ
ン
タ
ー
で
も
栽
培
可
）
▽
収

穫
し
た
綿
の
半
分
は
、
ふ
る
さ
と

歴
史
学
習
館
に
寄
付
い
た
だ
き
、

来
館
す
る
小
中
学
生
の
綿わ

た

繰く

り
体

験
な
ど
に
使
用
し
ま
す
。

�
ふ
る
さ
と
歴
史
学
習
館

（
☎
64
・
１
５
６
０
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員

　
随
時
見
学
、
入
団
が
可
能
で
す
。

５
月
13
日
の
市
民
ま
つ
り
で
も
入

団
受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
（
３
月
分
）

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
人
数　
41
人（
45
件
）

◎
金
額　
１
６
９
万
円

◎
寄
附
者　
南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社

※
過
去
の
寄
附
金
額
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
10
月
分　
３
１
２
万
８
千
円

◎
11
月
分　
３
７
４
万
３
千
円

◎
12
月
分　
６
８
７
万
円

相　談 ※相談はすべて無料です。気軽にご利用を。★は要予約です。

相談名 予約・問い合わせ 内容 とき ところ 相談員

法律相談★ 自治協働課 不動産や金銭貸借、離婚・相
続などの相談

毎週水曜日
午後１時～４時 30 分 市役所 弁護士

法務・法律
相談★

NPO 法人研志会の栗山さん
（☎ 63-0811）
※土日祝日を除く

相続・遺言・成年後見制度な
ど日常生活の様々な法律上の
問題についての相談

５月 20 日㈰
午後１時 30 分～４時

ノバティ
ホール

弁護士
行政書士
社 会 保 険 労
務士など

行政書士
相談★

府行政書士会南大阪支部河
内長野グループの山下さん

（☎ 63-8016）

相続・遺言、成年後見制度、
離婚協議書、契約・内容証
明などの相談

５月 26 日㈯
午後１時 15 分～４時 30
分

キックス 行政書士

司法書士
法律相談

河内長野司法書士グループの
増田さん（☎ 55-0882）

不動産の相続・売買や会社設
立の登記手続き、債務整理、
成年後見制度などの相談

５月12 日㈯
午後１時～３時

ノバティ
ホール 司法書士

人権相談★ 人権推進課 人権全般・人権侵害、心配ご
となどの相談

毎週火曜日
午前 10 時～午後１時 市役所 人権擁護

委員

人権
あれこれ相談

人権協会
（人権推進課内）

人権侵害を受けている場合
の相談▷電話相談可

市役所業務日
午前９時～午後５時 30
分

市役所 人権協会
相談員

女性相談★ 男女共同参画センター
（☎ 54-0003） 家族関係・DV などの相談 毎月第２水曜日、第３土曜

日、第４水曜日 キックス 女性カウ
ンセラー

就労支援相談
（若者）★

南河内地域若者サポート
ステーション（☎ 26-9441）

就労に不安を持つ 39 歳以下の
若者とその家族からの相談

5 月16 日㈬、6 月 6 日㈬・
20 日㈬午後１時～５時 市役所 同ステーシ

ョン相談員

就労支援相談
（40歳以上）★ 産業観光課 就労に不安を持つ 40 歳以上の

人からの相談
申込者の都合に合わせて日
程調整が可能

（一社）大阪青少年支
援機構ポラリス事務所

就労支援
相談員

労働相談★ 産業観光課 賃金未払い・パワハラ・セクハ
ラなどの相談

申込者の都合に合わせて日
程調整が可能

相談員の事務
所など

社会保険
労務士

ひきこもり等相談★ 地域教育推進課 社会参加に不安を持つ 40 歳く
らいまでの人からの相談

５月10 日㈭
午前 10 時～正午 キックス NPO 法人

相談員

心配ごと相談 社会福祉協議会
（☎ 65-0133） 悩み・困りごとなどの相談 5 月 9 日㈬・23 日㈬

午前 10 時～正午
社会福祉協議
会

民生委員・
児童委員

育児相談★ あいっく（☎ 50-4664） 子育てに関する悩みなどの相談
①水曜日を除く毎日午前 10
時～午後５時 30 分、②月
～金曜日午前 10 時～午後
５時 30 分（祝日を除く）

①あいっく、
②子育て支援
センターちよ
だだい

保育士など

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

■
記
念
式
典
で
の
試
乗
希
望
者

対
象　
市
内
在
住
者

と
き　
６
月
９
日
㈯
午
後
２
時
～

３
時
▽
試
乗
時
間
は
約
15
分
▽
雨

天
決
行
・
荒
天
中
止

と
こ
ろ　
市
役
所

定
員　
10
人
程
度
（
抽
選
）

申
し
込
み　
往
復
は
が
き
に
参
加

者
全
員
（
最
大
２
人
ま
で
）
の
氏

名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を

記
入
し
て
５
月
18
日
（
必
着
）
ま

で
に
都
市
創
生
課
へ
▽
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
申
し
込
み
可

※
ダ
イ
ヤ
や
運
行
ル

ー
ト
の
変
更
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
細

は
６
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�
都
市
創
生
課

■
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

対
象　
６
歳
～
高
校
生
の
男
女

申
し
込
み　
各
校
区
の
代
表
者
へ

�
長
野
・
西
中
学
校
区
＝
河か

わ

盛も
り

さ

ん
（
☎
53
・
０
９
４
６
）、
千
代
田

中
学
校
区
＝
角す

み

村む
ら

さ
ん（
☎
53
・
０

８
３
４
）、
南
花
台
・
加
賀
田
中
学

校
区
＝
土
井
さ
ん（
☎
63
・
７
２
３

２
）、
東
・
美
加
の
台
中
学
校
区
＝

濱
田
さ
ん
（
☎
63
・
３
９
０
８
）

■
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

対
象　
５
歳
～
高
校
生
の
女
子

申
し
込
み　
各
方
面
の
代
表
者
へ

�
長
野
・
千
代
田
方
面
＝
道
端
さ

ん
（
☎
52
・
６
６
５
０
）、
南
花

台
・
三
日
市
方
面
＝
蔦つ

た

谷た
に

さ
ん（
☎

63
・
２
３
０
４
）

モ
ッ
ク
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が

新
し
く
な
り
ま
す

　
６
月
14
日
か
ら
、
モ
ッ
ク
ル
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
新
し
く
な
り

ま
す
。
新
車
両
の
お
披
露
目
を
記

念
し
て
次
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
へ
の
協
力
者

内
容　
車
内
で
乗
車
マ
ナ
ー
を
啓

発
す
る
音
声
の
録
音

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
生

収
録
日　
５
月
19
日
㈯
午
後

募
集
人
数　
10
人
（
抽
選
）

申
し
込
み　
５
月
14
日
ま
で
に
市

君の声がバス車内で
流れるかも！？

※広告掲載の問い合わせは、広告代理店  ㈱シーエム大阪（☎ 0721-64-1713）へ。

※新しいモックルコミュニティバスのイメージ

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶
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河内長野市で働く若者の仕事と暮らし

株式会社 HEAVEN Japan の 村
む ら

木
き

 亜
あ

弥
や

香
か

さん

株式会社 HEAVEN Japan
木戸１丁目６-40（☎ 56-0071）
http://ilove-heaven.com/
補整下着の企画・販売を手がけるオ
ンラインショップで創業15年。社員
の95％が女性という明るい職場で、
楽天市場やアマゾンのほか３月には
ZOZOTOWNにも出店。心斎橋で
試着体験サロンも運営しています。

 

休日はゴルフにはまっています
最近、打ちっぱなしがきっかけで、ゴルフを始めました。
その後、経営者セミナーで上手な方々と知り合い、コース
デビュー。ボールを追いかけて人の倍は走りました。時々、
滋賀県の実家に帰って、田んぼで練習しています。
長期休暇は海外旅行にも。昨年はカンボジアに行きました。
島めぐりも大好きで、瀬戸内海の島々が好きです。
引っ越し当初は、父の車で道の駅奥河内くろまろの郷や
酒蔵に行きました。天野酒、すごくおいしかったです。

２

　
女
性
用
補
整
下
着
の
製
造
小
売

を
手
が
け
る
株
式
会
社
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｖ

Ｅ
Ｎ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
に
入
社
し
４
年

目
、
顧
客
管
理
シ
ス
テ
ム
を
担
当

す
る
村
木
亜
弥
香
さ
ん
。

　
村
木
さ
ん
は
就
職
活
動
中
、
興

味
の
あ
っ
た
「
繊
維
」や
「
下
着
」

で
企
業
を
検
索
し
、
採
用
の
予
定

が
な
か
っ
た
同
社
を
見
つ
け
、
面

談
を
申
し
込
ん
だ
そ
う
で
す
。
そ

の
時
、
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
社

長
も
気
さ
く
に
応
じ
て
く
れ
、
若

手
社
員
の
成
長
の
様
子
や
和
気
あ

い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
が
後
押
し

職
場
が
近
い
の
で
、
時
間
を
有
効

に
使
え
ま
す
」
と
の
こ
と
。

　
ま
た
、
就
業
中
は
「
問
い
合
わ

せ
の
内
容
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、お

客
様
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
社
内

の
業
務
環
境
も
考
え
な
が
ら
バ
ッ

ク
サ
イ
ド
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て

い
ま
す
。」
と
語
り
、
販
路
拡
大
に

と
も
な
っ
て
、
シ
ス
テ
ム
の
課
題

改
善
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
の
目
標
は
、「
シ
ス
テ
ム
の

活
用
発
表
大
会
で
優
勝
し
、
ア
メ

リ
カ
視
察
に
行
く
こ
と
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

と
な
っ
て
入
社
。
滋
賀
県
か
ら
河

内
長
野
市
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

　
入
社
し
て
す
ぐ
に
、
顧
客
管
理

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
任
さ
れ
、
導

入
後
は
シ
ス
テ
ム
管
理
者
に
。
ユ

ー
ザ
ー
会
な
ど
で
猛
勉
強
し
、
導

入
１
年
後
に
は
返
品
率
を
大
幅
に

減
少
さ
せ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

「
失
敗
を
恐
れ
ず
、挑
戦
で
き
る
環

境
を
与
え
て
も
ら
い
、
充
実
し
た

毎
日
で
す
」
と
話
す
村
木
さ
ん
。

　
普
段
は
９
時
か
ら
6
時
ま
で
の

就
業
。「
朝
は
読
書
や
自
己
研け

ん

鑽さ
ん

の

時
間
に
あ
て
て
い
ま
す
。
自
宅
と

 取材協力 

毎月４日までに広報紙が届かない場合は、配送業者㈱ダイコク（ 0120-603-912、土・日・祝日を除く）へ
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